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「
桃
里
亭
卯
香
女
守
門
神
社
奉
納
画
」
九
面

市
指
定
有
形
文
化
財
・
絵
画

所
在
地

東
中
野
俣
（
新
山
）

所
有
者
・
管
理
者

守
門
神
社
氏
子
総
代

指
定
年
月
日

昭
和
四
十
七
年
二
月
二
十
三
日

卯
香
女
は
本
名
を
佐
藤
り
さ
と
い
い
、
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
、

う

こ
う

福
島
県
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
画
才
に
長
じ
、
後
に
雅
号
に

桃
里
亭
と
冠
し
ま
し
た
。
俳
諧
や
茶
道
な
ど
に
優
れ
た
文
人
で
あ
る
新
山

と
う

り

て
い

の
諏
佐
長
山
と
出
会
い
、
新
山
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
地
で
卯

香
女
の
画
家
と
し
て
の
天
賦
才
能
は
大
い
に
発
揮
さ
れ
、
数
多
く
の
佳
作

て

ん

ぷ

を
残
し
ま
し
た
。

卯
香
女
の
作
品
は
き
れ
い
な
色
彩
と
繊
細
な
線
で
描
か
れ
て
お
り
、
師

事
し
た
画
師
の
影
響
か
ら
一
・
二
の
人
物
画
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
得
意

の
花
鳥
画
で
す
。

新
山
に
残
さ
れ
て
い
る
守
門
神
社
の
奉
納
画
は
、
こ
の
神
社
の
格
天
井

ご
う

に
描
か
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
画
家
の
作
品
に
混
じ
っ
て
卯
香
女
の
画
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
中
に
た
だ
一
枚
だ
け
山
水
画
が
あ
り
、
荒
い
タ
ッ
チ
は
若

い
こ
ろ
の
作
品
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
彼
女
が
残
し
た
唯
一
の
山
水

画
と
し
て
珍
重
す
べ
き
作
品
で
す
。

卯
香
女
は
夫
長
山
の
死
後
、
生
国
に
帰
り
、
一
段
と
画
作
へ
の
精
進
を

続
け
ま
し
た
。
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
は
第
一
回
内
国
絵
画
共
進

会
に
出
品
し
堂
々
と
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

彼
女
の
画
は
優
雅
な
中
に
し
っ
と
り
と
し
た
気
品
と
落
ち
着
き
を
見
せ

て
お
り
、
迷
い
の
な
い
世
界
が
そ
こ
に
あ
り
、
当
時
で
は
珍
し
い
優
れ
た

女
流
画
家
で
す
。
幸
い
に
も
守
門
神
社
に
残
っ
て
い
る
卯
香
女
の
作
品
は

保
存
状
態
も
良
く
貴
重
な
も
の
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
栃
尾
市
に
あ
る
、
県
・
市
指
定
の

文
化
財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内

‐
２
０
２
０
）
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 勤 労 者 体 育 館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森 毎週火曜日
館 ふるさと交流広場 毎週火曜日
日 道 院 高 原 無 休
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 毎週水曜日

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。

と
ち
お
の
文
化
財



市
は
、
少
な
い
経
費
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め

る
た
め
、
平
成
十
三
年
一
月
に
行
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
平

成
十
七
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
実
施

計
画
を
定
め
、
積
極
的
に
行
財
政
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
十
三
年
度
の
取
組
状
況

と
平
成
十
四
年
度
の
取
組
計
画
を
ま
と
め
ま

し
た
。

行
政
改
革
の
実
施
計
画
で
は
四
十
六
項
目

（
四
十
八
件
）
の
改
革
項
目
を
あ
げ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
担
当
す
る
課
を
決
め
て
い
ま
す
。

担
当
課
は
年
度
は
じ
め
に
各
項
目
ご
と
に

年
間
の
進
行
計
画
を
つ
く
り
、
そ
の
計
画
に

そ
っ
て
改
革
を
進
め
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
の
取
組
状
況
を
ま
と
め
る

た
め
、
計
画
ど
お
り
に
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
か
ど
う
か
、
担
当
課
で
自
己
評
価
を
行

い
ま
し
た
。
自
己
評
価
の
基
準
と
集
計
結
果

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
三
年
度
の

取
組
状
況

○
小
学
校
統
廃
合
に
伴
う
空
き
施
設
の
有
効

利
用平

成
十
三
年
度
は
廃
校
と
な
っ
た
小
学

各
項
目
の
概
要

評
価
Ａ

特
に
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
項
目

校
四
校
の
う
ち
三
校
で
利
用
計
画
を
策
定

し
、
平
成
十
七
年
度
ま
で
に
処
分
や
有
効

利
用
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
四
校
と
も

そ
れ
ぞ
れ
処
分
ま
で
完
了
し
ま
し
た
。

地
元
団
体
に
貸
付

塩
川
小
…

土
地
建
物
と
も
に
売
却

入
東
小
…

校
舎
を
解
体
し
、
体
育
館
、

一
之
貝
小
…

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
地
元
利
用

建
物
を
解
体
し
、
借
地

軽
井
沢
分
校
…

は
返
還

○
ご
み
処
理
対
策

昨
年
六
月
か
ら
市
内
全
域
で
分
別
収
集

を
開
始
し
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
三
％

の
目
標
に
対
し
、
現
在
十
％
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

指
定
ご
み
袋
導
入
を
昨
年
十
月
か
ら
試

行
し
、
今
年
一
月
か
ら
本
格
実
施
し
ま
し
た
。

○
口
座
振
替
制
度
の
推
進

今
年
四
月
一
日
か
ら
各
種
税
金
な
ど
を

行
政
事
務
嘱
託
員
徴
収
か
ら
口
座
振
替
収

納
に
移
行
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
行
政

事
務
嘱
託
員
徴
収
で
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、

口
座
振
替
依
頼
の
申
し
込
み
が
八
十
六
％

あ
り
ま
し
た
。
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評価基準と件数集計表
評価 基 準 件数

Ａ 平成13年度計画以上の実績があった。 ４

Ｂ 平成13年度計画どおりに概ね実施できた。 26

平成13年度計画どおりに実施できなかった内
Ｃ 容はあるが、14年度以降実施できる目途がつ 10

いている。

Ｄ ７平成13年度計画どおりに実施できなかった。
また14年度以降実施できる見込みが低い。

Ｅ １ほとんど計画どおりに実施できなかった。実
施計画の見直しが必要。

廃校となった塩川小学
校を有効に活用し行わ
れている早朝のラジオ
体操。昨年度は、廃校
となった小学校４校の
処分が終わりました

○
市
税
な
ど
の
収
納
事
務
の
統
一
化

平
成
十
五
年
度
ま
で
に
、
国
民
健
康
保

険
税
の
賦
課
業
務
と
介
護
保
険
料
の
賦
課
、

徴
収
業
務
を
統
一
す
る
計
画
で
し
た
が
、

一
年
早
く
、
今
年
四
月
一
日
に
全
て
の
業

務
を
税
務
課
に
一
本
化
し
ま
し
た
。

下
水
道
、
ガ
ス
水
道
料
金
賦
課
、
徴
収

業
務
を
統
一
す
る
た
め
の
検
討
、
準
備
を

進
め
、
今
年
四
月
一
日
か
ら
ガ
ス
水
道
局

に
一
本
化
し
ま
し
た
。

○
水
質
保
全

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
で
六
十
五

評
価
Ｂ
・
Ｃ

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
る
項
目

一
．
事
務
事
業
の
見
直
し

基
、
総
額
四
千
五
十
六
万
円
を
補
助
し
ま

し
た
。

○
施
設
点
検
管
理
、
各
種
設
計
、
計
画
策
定

業
務
の
民
間
委
託
の
見
直
し

直
営
に
よ
る
消
防
設
備
点
検
を
一
部
施

設
で
開
始
し
ま
し
た
。

○
公
用
車
の
効
率
的
運
用

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
本
庁
車
両
の
集
中
管

理
を
開
始
し
ま
し
た
。

○
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

○
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
と
活
用

パ
ソ
コ
ン
八
十
台
を
配
置
し
、
出
先
機

関
を
含
め
た
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備

し
ま
し
た
。

○
文
書
事
務
の
電
子
化

昨
年
十
一
月
に
市
例
規
集
の
電
子
化
を

行
い
ま
し
た
。

○
窓
口
事
務
の
統
合
と
迅
速
化

○
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

○
広
域
連
携
の
推
進

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
を

進
め
る
と
と
も
に
、
合
併
に
関
す
る
情
報

を
広
報
紙
で
知
ら
せ
ま
し
た
。

○
消
防
防
災
救
急
体
制
の
広
域
化

○
機
構
改
革
の
推
進

今
年
四
月
一
日
に
社
会
教
育
課
と
公
民

館
を
統
合
し
、
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
ま

し
た
。

○
審
議
会
等
の
統
廃
合
の
推
進

○
関
係
団
体
の
自
立
運
営
の
促
進

杜
々
の
森
名
水
公
園
管
理
運
営
組
合
は

二
．
組
織
・
機
構
の
再
編
と
合
理
化

事
務
の
移
管
を
完
了
し
ま
し
た
。
観
光
協

会
、
観
光
物
産
会
は
移
管
に
向
け
て
の
準

備
を
進
め
ま
し
た
。

体
育
協
会
と
自
立
運
営
に
向
け
て
の
話

し
合
い
を
始
め
ま
し
た
。

○
第
二
次
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進

計
画
に
基
づ
き
職
員
を
四
人
削
減
し
ま

し
た
。

○
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

○
各
種
研
修
に
よ
る
資
質
の
向
上

○
職
場
提
案
制
度
の
導
入

○
市
民
参
画
の
機
会
充
実

○
公
聴
の
充
実

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
の
支
援

○
市
民
活
動
へ
の
支
援
と
連
携

○
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

女
性
委
員
の
選
任
率
が
八
％
か
ら
十
八

％
へ
向
上
し
ま
し
た
。

○
広
報
活
動
の
充
実

○
情
報
公
開
の
推
進

昨
年
四
月
一
日
か
ら
情
報
公
開
制
度
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

○
Ｉ
Ｔ
の
活
用

○
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
活
用

○
予
算
編
成
に
お
け
る
シ
ー
リ
ン
グ
の
実
施

平
成
十
四
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

三
．
職
員
の
定
員
管
理
と
人
材
育
成

四
．
市
民
参
加
と
情
報
提
供

五
．
健
全
な
財
政
運
営

経
常
的
な
経
費
に
つ
い
て
は
前
年
度
当
初

予
算
額
の
九
十
％
、
投
資
的
事
業
に
つ
い

て
も
政
策
的
事
業
、
重
点
事
業
を
除
き
、

総
額
に
お
い
て
前
年
度
当
初
予
算
額
の
九

十
％
に
抑
え
ま
し
た
。

○
経
常
経
費
の
節
減

○
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

○
財
政
調
整
基
金
の
積
立

二
億
百
十
八
万
四
千
二
百
八
十
三
円
の

積
立
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
減
債
基
金
の
積
立

二
億
五
千
百
十
四
万
九
百
九
十
七
円
の

積
立
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
補
助
金
な
ど
の
整
理
合
理
化

庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
補
助
金
の
整
理
合
理
化
や
補
助
金
交

付
要
綱
の
制
定
な
ど
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
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昨年９月９日におりなすで行われた、男女共同参画社会
推進に関する地域セミナー。今年度は、栃尾市男女共同
参画基本計画の策定準備を行います

４月１日に社会教育課と公民館を統
合し、生涯学習課を新設。今年度
は、収納事務や各種届出事務の統一
化を図り、またそれに合わせ機構改
革を進めます



○
地
方
債
依
存
度
の
低
下
と
起
債
制
限
比
率

の
上
昇
の
抑
制

○
地
方
債
現
在
高
の
圧
縮

○
有
利
な
起
債
の
選
択

○
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
機
能
の

見
直
し

○
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
管
理
運
営
の

民
間
委
託

東
谷
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理

の
委
託
先
が
決
定
し
な
か
っ
た
た
め
、
施

評
価
Ｄ
・
Ｅ

計
画
ど
お
り
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
項
目

設
機
能
の
見
直
し
を
含
め
た
利
用
計
画
を

策
定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

塩
谷
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー
は
委
託
予
定

者
と
委
託
条
件
の
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

○
保
育
所
の
統
廃
合
と
効
率
的
な
施
設
へ
の

機
能
替
え

入
塩
川
保
育
所
は
入
所
者
が
増
加
し
た

た
め
、
ま
た
、
中
央
保
育
所
は
楡
原
の
住

宅
団
地
や
若
者
世
帯
向
け
住
宅
建
設
な
ど

を
考
え
、
閉
所
計
画
を
延
期
し
ま
し
た
。

○
関
係
団
体
の
自
立
運
営
の
促
進

団
体
事
務
移
管
の
準
備
を
行
い
、
連
合

遺
族
会
、
保
護
司
会
、
傷
痍
軍
人
会
、
日

赤
栃
尾
市
地
区
の
四
団
体
を
社
会
福
祉
協

議
会
へ
移
管
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
三
団

体
の
移
管
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
移

管
先
と
の
協
議
が
整
わ
な
か
っ
た
た
め
、

今
年
度
以
降
、
順
次
移
管
を
進
め
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
は
自
立
運
営

に
移
行
す
る
予
定
で
し
た
が
実
施
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
市
か
ら
事
業
を
依
頼
し
て

い
る
関
係
も
あ
り
、
お
互
い
の
役
割
分
担

を
整
理
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

と
ち
お
家
族
会
は
と
ち
の
木
の
家
に
事

務
の
移
管
を
完
了
し
ま
し
た
。

○
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実

携
帯
無
線
機
二
台
の
更
新
は
実
施
し
ま

し
た
が
、
防
災
無
線
中
継
局
の
増
設
お
よ

び
気
象
観
測
機
器
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

予
算
の
関
係
も
あ
り
今
後
再
検
討
し
ま
す
。

○
公
共
料
金
の
見
直
し

○
公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し

今
年
度
以
降
に
検
討
し
ま
す
。

○
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
機
能
の

見
直
し

○
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
管
理
運
営
の

民
間
委
託

東
谷
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
は
施
設
の
利

用
計
画
を
策
定
し
、
委
託
先
に
つ
い
て
各

種
団
体
と
協
議
し
ま
す
。

塩
谷
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー
は
施
設
の
改

善
、
補
修
工
事
を
行
い
、
管
理
委
託
に
移

行
し
ま
す
。

○
保
育
所
の
統
廃
合
と
効
率
的
な
施
設
へ
の

機
能
替
え

へ
き
地
保
育
所
閉
所
計
画
に
つ
い
て
、

へ
き
地
保
育
所
管
理
委
員
会
と
協
議
を
行

い
ま
す
。

○
ご
み
処
理
対
策

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
十
二
％
を
目
指
し
ま
す
。

家
庭
用
不
燃
ご
み
排
出
量
を
抑
制
し
、

二
％
減
量
を
目
指
し
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
た
め
排
ガ
ス
高

度
処
理
施
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

埋
立
処
分
地
の
整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。

○
水
質
保
全

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
で
百
基
、

総
額
六
千
百
五
十
六
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

栃
堀
地
区
小
規
模
下
水
処
理
場
の
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
地
元
対

平
成
十
四
年
度
の

取
組
計
画

一
．
事
務
事
業
の
見
直
し

策
協
議
委
員
会
と
協
議
を
進
め
、
不
明
水

対
策
、
地
元
住
民
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
施
設
点
検
管
理
、
各
種
設
計
、
計
画
策
定

業
務
の
民
間
委
託
の
見
直
し

施
設
管
理
の
民
間
委
託
見
直
し
方
針
を

検
討
し
ま
す
。

保
守
点
検
業
務
の
た
め
の
職
員
の
資
格

取
得
を
、
必
要
に
応
じ
て
実
施
し
ま
す
。

○
公
用
車
の
効
率
的
運
用

出
先
庁
舎
車
両
の
相
互
利
用
を
検
討
し

実
施
し
ま
す
。

○
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

企
業
会
計
シ
ス
テ
ム
、
財
産
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し

ま
す
。

○
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
と
活
用

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
内
容
充
実
を
図
り

ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
機
器
整
備
（
新
規
に
五
十
三

台
）
を
進
め
、
一
人
一
台
体
制
を
確
立
し

ま
す
。

○
文
書
事
務
の
電
子
化

市
例
規
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し

ま
す
。

○
口
座
振
替
制
度
の
推
進

口
座
振
替
納
付
推
進
活
動
を
実
施
し
、

口
座
振
替
率
八
十
％
を
目
指
し
ま
す
。

○
市
税
な
ど
の
収
納
事
務
の
統
一
化

下
水
道
、
ガ
ス
水
道
料
金
賦
課
、
徴
収

業
務
は
、
今
年
十
月
か
ら
新
電
算
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
一
体
収
納
業
務
に
移
行
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
今
年
四
月
か
ら
国

|||||| ||||||広報とちお14.6.5
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の
徴
収
へ
か
わ
り
ま
し
た
。

保
育
料
、
住
宅
使
用
料
な
ど
の
収
納
事

務
の
一
本
化
を
検
討
し
ま
す
。

○
窓
口
事
務
の
統
合
と
迅
速
化

出
先
機
関
の
届
出
書
類
の
一
部
を
市
民

課
窓
口
で
も
受
け
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
す
。

各
種
届
出
事
務
の
一
本
化
を
検
討
し
ま
す
。

各
課
窓
口
配
置
と
案
内
表
示
の
改
善
を

進
め
ま
す
。

○
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
を
試
行
し
ま
す
。

○
広
域
連
携
の
推
進

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
市
民
へ
情
報

提
供
と
意
見
聴
取
を
行
い
ま
す
。

○
消
防
防
災
救
急
体
制
の
広
域
化

市
町
村
合
併
の
検
討
に
合
わ
せ
て
検
討

し
ま
す
。

○
機
構
改
革
の
推
進

収
納
事
務
の
統
一
化
や
各
種
届
出
事
務

の
統
一
化
を
進
め
る
の
に
合
わ
せ
て
、
機

構
改
革
を
進
め
ま
す
。

○
関
係
団
体
の
自
立
運
営
の
促
進

自
立
運
営
に
移
行
す
る
団
体

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
（
今
年
度
は

会
計
事
務
の
み
）
、
保
育
事
業
研
究
会
、

観
光
物
産
会

社
会
福
祉
協
議
会
へ
移
管
す
る
団
体

民
生･

児
童
委
員
協
議
会
、
ス
マ
イ
ル

の
会
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
友
の
会
、
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成

二
．
組
織
・
機
構
の
再
編
と
合
理
化

会
、
公
衆
衛
生
協
議
会

自
立
運
営
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
団
体

観
光
協
会
、
体
育
協
会

○
第
二
次
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進

第
二
次
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
職

員
を
削
減
し
ま
す
。

○
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

公
務
員
制
度
改
革
を
見
な
が
ら
、
計
画

策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
方
針
を
策

定
し
ま
す
。

○
各
種
研
修
に
よ
る
資
質
の
向
上

階
層
別
研
修
、
専
門
研
修
、
実
務
研
修

を
実
施
し
ま
す
。

○
職
場
提
案
制
度
の
導
入

グ
ル
ー
プ
討
議
に
よ
る
職
場
提
案
制
度

を
導
入
し
ま
す
。

○
市
民
参
画
の
機
会
充
実

審
議
会
へ
の
女
性
の
参
画
な
ど
見
直
し

基
準
に
沿
っ
て
進
め
ま
す
。

○
公
聴
の
充
実

「
市
民
の
声
の
ひ
ろ
ば
」
の
開
設
を
検

討
、
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
の
支
援

○
市
民
活
動
へ
の
支
援
と
連
携

Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
立
の
準

備
を
行
い
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

栃
尾
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
策
定

の
準
備
を
行
い
ま
す
。

三
．
職
員
の
定
員
管
理
と
人
材
育
成

四
．
市
民
参
加
と
情
報
提
供

○
広
報
活
動
の
充
実

○
Ｉ
Ｔ
の
活
用

地
域
情
報
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
役
所
へ
の
各
種
申
請
・
届
出
な
ど
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
い

ま
す
。

○
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
活
用

今
年
八
月
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
稼
動
し
ま
す
。

○
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実

○
予
算
編
成
に
お
け
る
シ
ー
リ
ン
グ
の
実
施

○
経
常
経
費
の
節
減

Ｏ
Ａ
機
器
、
蛍
光
灯
な
ど
の
節
電
を
は

じ
め
、
日
ご
ろ
の
仕
事
の
中
で
経
費
節
減

意
識
を
高
め
、
極
力
節
約
に
努
め
ま
す
。

○
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

○
財
政
調
整
基
金
の
積
立

○
減
債
基
金
の
積
立

円
滑
な
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
基

金
の
積
立
残
高
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
補
助
金
な
ど
の
整
理
合
理
化

庁
外
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
補
助
基

準
を
策
定
し
、
補
助
金
の
整
理
を
行
い
ま
す
。

○
地
方
債
依
存
度
の
低
下
と
起
債
制
限
比
率

の
上
昇
の
抑
制

○
地
方
債
現
在
高
の
圧
縮

市
債
の
新
規
発
行
を
お
さ
え
、
地
方
債

へ
の
財
源
依
存
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

○
有
利
な
起
債
の
選
択

後
年
度
負
担
が
軽
い
過
疎
債
な
ど
を
活

五
．
健
全
な
財
政
運
営

用
し
ま
す
。

○
公
共
料
金
の
見
直
し

浄
化
槽
汚
泥
投
入
手
数
料
、
し
尿
汲
取

手
数
料
、
事
業
系
廃
棄
物
処
理
手
数
料
、

一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
申
請
手
数
料
、

下
水
道
使
用
料
、
埋
立
処
分
手
数
料
、
一

般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
な
ど
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

○
公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し

維
持
管
理
経
費
、
受
益
者
負
担
、
減
免

規
定
な
ど
を
検
討
し
、
使
用
料
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

行
政
管
理
課
文
書
行
革
係

‐

問
合
せ

52

２
１
７
５

昨
年

月

日｢

お
り
な
す｣

で
行
わ
れ
た
街

10

14

道
ま
つ
り
。
お
り
な
す
は
、
後
年
度
負
担
の

軽
い
過
疎
債
な
ど
を
活
用
し
建
設
し
ま
し
た



○
効
率
的
な
財
政
運
営
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
地
方
分
権
な
ど
多
様
化
す
る
行
政

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

○
予
算
や
職
員
な
ど
の
行
政
資
源
を

有
効
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

○
市
民
に
積
極
的
に
行
政
情
報
を
公

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
説
明
責
任

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
役
所
の
活
動
は
市
の
長
期
的
な

目
標
を
示
し
た
「
栃
尾
市
総
合
計

導
入
の
き
っ
か
け

事
務
事
業
評
価
と
は
？

画
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
は
、
政
策
―
施
策
―
事

務
事
業
と
い
う
三
階
層
か
ら
つ
く
ら

「
事
務
事

れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の

業
」
を
評
価
の
対
象
と
し
た
も
の
が

で
す
。

事
務
事
業
評
価

○
市
民
へ
の
説
明
責
任
の
向
上

事
務
事
業
の
目
的
、
内
容
、
達

成
度
な
ど
を
市
民
に
分
か
り
や
す

い
形
で
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

説
明
責
任
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
職
員
の
意
識
改
革

職
員
一
人
ひ
と
り
が
改
善
の
必

要
性
を
理
解
し
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
事
務
事

業
の
目
的
意
識
・
目
標
達
成
意
識

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の

目

的

や
コ
ス
ト
意
識
の
浸
透
を
図
り
ま
す
。

○
事
務
事
業
の
効
率
性
の
向
上

事
務
事
業
の
目
的
や
目
標
を
明

確
に
し
、
そ
の
成
果
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
初
設
定

し
た
目
標
の
達
成
度
、
費
用
対
効

果
を
客
観
的
に
評
価
し
、
仕
事
の

や
り
方
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

○
事
務
事
業
の
見
直
し

不
要
不
急
あ
る
い
は
効
果
の
小

さ
い
事
務
事
業
を
明
確
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
事
務
事
業
の
整
理

合
理
化
や
事
業
費
の
削
減
を
図
り

ま
す
。

事
務
事
業
評
価
は
次
の
よ
う
な
視

点
に
立
ち
、
市
役
所
内
部
で
自
己
評

価
を
行
い
ま
す
。

事
務
事
業
の
成
果
や
目

○
有
効
性
…

的
に
対
す
る
達
成
度
を
測
り
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
度
を
見
る
視
点
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

○
効
率
性
…

投
入
さ
れ
た
財
源
な
ど
の
費
用
と
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
結
果
得
ら
れ
た

効
果
を
対
比
す
る
視
点
。

行
政
が
担
う
べ
き
事
業

○
必
要
性
…

で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
優
先
順

位
、
緊
急
度
は
高
い
か
ど
う
か
を

見
る
視
点
。受

益
者
の
負
担
は
適
当

○
公
平
性
…

か
、
市
民
に
対
し
て
公
平
な
視
点

で
事
務
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か

誰
が
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら

評
価
す
る
の
か

を
見
る
視
点
。

評
価
は
二
段
階
で
行
い
ま
す
。

事
務
事
業
の
担
当
課

○
一
次
評
価
…

が
主
体
と
な
っ
て
行
い
ま
す
。

助
役
を
委
員
長
と
す

○
二
次
評
価
…

る
事
務
事
業
評
価
委
員
会
で
行
い

ま
す
。

事
務
事
業
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
や

労
力
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
目
標

は
達
成
で
き
た
の
か
。
ま
た
仕
事
の

や
り
方
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
行

く
の
か
を
広
報
紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

○
平
成
十
四
年
度

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
試
行

各
係
一
件
程
度
の
事
務
事
業
を

対
象
に
事
務
事
業
評
価
の
モ
デ
ル

試
行
を
行
い
ま
す
。

ね
ら
い

◆
①
市
役
所
職
員
に
事
務
事
業
評
価

シ
ス
テ
ム
を
浸
透
さ
せ
ま
す
。

②
よ
り
効
果
的
な
評
価
を
め
ざ
し

て
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
行
い
ま

す
。

○
平
成
十
五
年
度
以
降

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
本
格
実
施

評
価
の
対
象
と
な
る
事
務
事
業

の
数
を
徐
々
に
増
や
し
て
評
価
を

行
い
ま
す
。

評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す

こ
れ
か
ら
の
進
め
方
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市
民
の
視
点
か
ら
市
役
所
の
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す
た
め

事
務
事
業
評
価
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

〜
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
昨
年
度
検
討
し
、
今
年
度
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
試
行
〜

政策：栃尾市の基本的な方針
例）協働のまちづくり

施策：政策を実現するための

具体的な方策・対策

例）市民と行政との協働

のまちづくり

事務事業：施策を実現するための個々の行政活動

例）広報紙発行事業

計画(PLAN)→実行(DO)→評価(CHECK)→改善
(ACTION)のサイクルを繰り返し行います

市
と
県
は
、
地
場
で
生
産
し
た
農

産
物
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
「
地

産
地
消
」
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
消
費
者
の
求
め
る
新
鮮
で

安
全
・
安
心
な
食
料
を
安
定
供
給
す

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
つ
う
じ
豊
か
な
食
と
緑
の
故
郷
づ

ふ
る
さ
と

く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

栃
尾
の
基
幹
作
物
は
や
は
り
水
稲

で
す
が
、
昨
今
の
米
価
は
実
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
に
、

経
営
の
複
合
化
を
進
め
、
所
得
の
向

上
・
安
定
を
図
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
稲
作
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
園
芸
や
畜
産
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
か
ら
市
内
の
小
中
学
校
で
、

新
鮮
な
野
菜
を
学
校
給
食
に
活
用
し

よ
う
と
い
う
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
味
覚
を
形
成

す
る
時
期
の
子
ど
も
た
ち
に
地
場
産

の
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
い
、

「
地
産
地
消
」
を進

め
ま
す

小
中
学
校
の
給
食
に

と
ち
お
の
野
菜
が

経
営
安
定
の
た
め

複
合
化
を
推
進

元
気
な
体
づ
く
り
に
一
役
買
え
た
ら

い
い
と
い
う
も
の
で
す
。

五
月
七
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
延

べ
七
回
三
十
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
竹
の

子
が
刈
谷
田
中
学
校
に
納
め
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
活
動
は
、
品

目
に
よ
り
生
産
時
期
が
限
ら
れ
て
い

た
り
、
量
的
に
ま
と
ま
り
に
く
い
も

の
が
あ
っ
た
り
し
て
、
課
題
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
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市は、今年度から小中学校の給食に
栃尾の野菜を活用する活動をスタート
しました。この活動は、子どもたちに
本当の野菜の味やにおいを味わっても
らうためのものです。
窓口は、「とちお元気野菜の会」。

消費者が安心して食べられる野菜づく
りを目標に、１４グループで構成する
会です。
５月７日から、刈谷田中学校に竹の

子が納められました。

栃
尾
の
農
産
物
は

で
消
費

と
ち
お

元
気
野
菜
の
会

と
ち
お

作
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
十

四
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
、
市

内
の
い
た
る
所
で
販
売
や
催
し
物

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

関
根
松
男
会
長
（
下
樫
出
）
は
、

「
自
分
た
ち
で
畑
を
耕
し
、
苗
を

お
こ
し
丹
精
込
め
て
作
っ
た
野
菜

を
、
直
接
消
費
者
へ
手
渡
せ
る
喜

び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
消
費

者
と
の
交
流
を
つ
う
じ
て
消
費
者

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
生
産
に
生
か
し

て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
時
期
、
朝
も
ぎ
た
て
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
枝
豆
な
ど
は
、
ほ
か
で

売
ら
れ
て
い
る
物
よ
り
も
新
鮮
な

の
で
甘
み
が
違
い
ま
す
。
栃
尾
の

野
菜
の
目
印
は
、
み
ど
り
の
の
ぼ

り
旗
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

西
谷
小
学
校
で
も
一･

二
年
生
九
人
と
保
護
者
が

校
舎
隣
の
畑
に
十
種
類
の
野
菜
を
植
え
ま
し

た
。
秋
に
は
給
食
に
活
用
さ
れ
ま
す

地
産
地
消
運
動
に
い
ち
早
く
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
「
と
ち
お
元

気
野
菜
の
会
」
で
す
。
同
会
は
、

平
成
十
二
年
秋
に
「
地
場
産
…
と

ち
お
野
菜
」
の
販
売
促
進
と
知
名

度
ア
ッ
プ
な
ど
園
芸
振
興
推
進
の

た
め
、
市
内
の
農
家
や
団
体
の
情

報
・
技
術
交
換
な
ど
の
場
と
し
て山菜や春野菜で路地を埋めた下樫出地域



こ
の
よ
う
に
大
勢
お
集
ま
り
頂
き

ま
し
て
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
新
聞
や
報
道

に
お
い
て
、
合
併
問
題
が
出
て
い
ま

す
。
新
潟
県
が
市
町
村
合
併
の
グ
ル

ー
プ
分
け
を
し
ま
し
た
。
私
ど
も
は

長
岡
市
な
ど
七
市
町
村
の
仲
間
で
す
。

仮
に
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
合
併
し
た
と

す
る
と
、
人
口
は
三
十
万
人
規
模
に

な
り
ま
す
。

合
併
の
判
断
材
料
を
提
供

市
民
の
意
見
を
重
視

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
懇
談
会
を
行
う

の
か
と
い
う
と
、
合
併
し
て
も
良
い

も
の
か
悪
い
も
の
か
、
今
日
お
集
ま

り
の
皆
さ
ん
を
通
じ
な
が
ら
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
合
併
の
賛
否

に
つ
い
て
判
断
を
し
て
も
ら
う
た
め

に
材
料
を
提
供
し
て
、
少
し
で
も
勉

強
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
ま
だ
他
の
市
町
村
は
こ
う
い
う

こ
と
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

私
ど
も
の
ま
ち
は
、
栃
尾
郷
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
培
っ
て
き

た
伝
統
や
、
独
自
の
地
域
性
も
あ
り

ま
し
て
、
そ
れ
ら
が
合
併
に
よ
っ
て

ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。
私
ど
も

や
議
員
の
判
断
だ
け
で
は
決
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
の
意
見
が

大
事
で
す
。
市
民
の
意
見
を
無
視
し

て
、
強
引
に
合
併
を
押
し
つ
け
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど

で
反
対
、
賛
成
が
毎
日
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
今
ま
で
ま
と
め
た

こ
の
資
料
に
よ
り
、
担
当
か
ら
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

進
む
地
方
分
権

地
方
分
権
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
体
何
を
地
方
に
移
す
か
と
い
う
と
、

国
の
大
臣
の
権
限
を
知
事
に
、
知
事

の
権
限
を
市
町
村
長
に
移
す
と
い
う

事
で
す
。
犬
の
狂
犬
病
の
注
射
が
、

一
番
早
く
保
健
所
か
ら
移
さ
れ
ま
し

た
。
移
さ
れ
る
事
務
は
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
す
る
に
人
と
時
間
を
節
約
し
、

東
京
へ
行
か
な
く
て
も
県
で
用
が
足

り
て
、
知
事
の
権
限
も
市
町
村
に
移

さ
れ
る
と
早
く
用
が
足
り
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
こ
れ
か
ら
地
方
分

権
が
進
ん
で
い
く
で
し
ょ
う
。

サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
な
い
調
整

福
祉
の
政
策
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
バ
ラ
ツ
キ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

事
で
、
合
併
研
究
会
に
担
当
の
専
門

グ
ル
ー
プ
・
分
科
会
を
作
り
、
検
討

を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
調
整
は
、
財
政
的
に
も
大
き
な

課
題
で
す
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、

人
口
一
万
人
に
一
つ
は
総
合
病
院
が

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
話
も
あ
り

ま
す
。
栃
尾
郷
病
院
は
地
域
医
療
に

と
っ
て
大
切
な
存
在
で
す
。
病
院
存

続
や
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
違
い

が
数
多
く
の
市
町
村
で
出
て
き
ま
す
。

ま
ず
私
ど
も
市
町
村
長
が
集
ま
っ

た
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

そ
れ
を
研
究
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

合
併
研
究
会
を
作
り
ま
し
た
。
最
終

的
に
は
法
定
合
併
協
議
会
が
正
規
の

組
織
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
そ
こ
ま

で
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

合
併
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
ょ
う

今
回
の
懇
談
会
だ
け
で
終
わ
る
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
何
回
か

や
り
ま
す
。
そ
の
都
度
広
報
で
情
報

を
提
供
し
て
、
そ
し
て
皆
さ
ん
か
ら

判
断
い
た
だ
い
て
、
町
内
や
職
場
ご

と
に
こ
の
合
併
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主

的
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
ら
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
懇
談
会
で
八
市
町
村
の
現
況
な
ど
を
説
明

5月14日、秋葉中学校会場であいさつする杵渕市長

（
五
月
十
四
日
、
秋
葉
中
学
校
会
場

で
の
あ
い
さ
つ
を
中
心
に
要
約
し

た
も
の
で
す
）

市
長
あ
い
さ
つ

回数

1 4/15B 半蔵金防雪センター 37 6 43 45.7%
2 4/16C ふるさと会館 44 9 53 23.2%
3 4/18E まんさく地区活性化センター 53 1 54 35.5%
4 4/23C 西谷地区開発センター 40 0 40 7.7%
5 4/30C 入東谷生活改善センター 42 0 42 21.1%
6 5/１D 東谷小学校 79 7 86 9.0%
7 5/２E 塩谷地区開発センター 64 0 64 12.9%
8 5/７C 下塩小学校 68 7 75 10.8%
9 5/13b 刈谷田中学校 67 1 68 3.2%
10 5/14C 秋葉中学校 75 6 81 4.3%

合　　計 569 37 606 8.3%

期日 会　場　名
参加者数

男 女 計
参加率
（世帯比）

Ｑ
１

合
併
は
既
に
決
ま
っ
て
い
る

こ
と
な
の
で
す
か
？

Ａ
１

い
い
え
。
合
併
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
何
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
２

合
併
し
た
ら
、
役
所
の
手
続

き
は
長
岡
ま
で
行
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
２

仮
に
合
併
す
る
と
し
て
も
、

住
民
の
利
便
性
が
低
下
し
な
い
よ

う
な
形
で
今
後
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
３

合
併
す
る
と
住
民
税
が
高
く

な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
？

Ａ
３

合
併
し
て
人
口
三
十
万
人
に

な
っ
た
と
す
る
と
、
個
人
住
民
税

の
均
等
割
が
二
、
〇
〇
〇
円
か
ら

二
、
五
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
人
口
規
模（
五
〜
三
十
万
人
）

に
よ
っ
て
金
額
が
決
ま
っ
て
く
る

か
ら
で
す
。

Ｑ
４

国
か
ら
合
併
を
押
し
つ
け
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の

で
す
か
？

Ａ
４

今
回
の
合
併
論
議
の
発
端
は

「
地
方
分
権
」
で
す
。
つ
ま
り
、

国
の
権
限
を
県
に
移
譲
す
る
、
あ

る
い
は
県
の
権
限
を
市
町
村
に
移

譲
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
小

規
模
市
町
村
で
は
職
員
数
が
少
な

い
た
め
、
権
限
を
移
譲
さ
れ
て
も

充
分
な
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
あ
る
程
度
大
き
な
自
治

体
に
な
る
こ
と
を
検
討
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
大
き

く
な
れ
ば
財
政
が
豊
か
に
な
る
と

い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

合
併
は
、
栃
尾
市
の
将
来
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
、
こ
の
よ

う
な
問
題
点
を
ふ
ま
え
た
上
で
、

最
終
的
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
合

併
を
す
る
、
し
な
い
と
い
う
こ
と

を
自
主
的
に
判
断
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
５

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

Ａ
５

長
岡
地
域
の
合
併
研
究
会
は

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

は
っ
き
り
と
お
知
ら
せ
す
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

研
究
会
で
、
よ
り
具
体
的
な
形
で

検
討
、
協
議
し
て
い
く
中
で
、
明

確
に
な
っ
て
き
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
デ
ー
タ
で
は
、

栃
尾
市
の
方
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

お
い
て
長
岡
市
よ
り
も
優
れ
た
点

が
多
く
あ
り
ま
す
。
一
番
の
問
題

は
除
雪
で
あ
り
、
ま
た
、
医
療
や

農
業
な
ど
の
問
題
も
不
利
に
な
ら

な
い
よ
う
今
後
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
６

合
併
す
る
と
小
さ
な
集
落
は

置
い
て
い
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

に
す
れ
ば
良
い
の
で
す
か
？

Ａ
７

も
し
疑
問
な
点
が
あ
れ
ば
、

気
軽
に
市
役
所
の
担
当
へ
照
会

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
間
で
ま
と

ま
っ
て
話
し
合
っ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す

し
、
地
区
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、

再
度
こ
の
よ
う
な
形
で
の
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
市
企
画
財
政
課
広

域
行
政
係
ま
で
1
52
‐
２
１
５

１
内
線
３
３
６

せ
ん
か
？

Ａ
６

合
併
す
る
と
中
心
に
な
る
所
は

必
ず
良
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
公

共
施
設
は
中
心
部
に
偏
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。

仮
に
長
岡
市
に
合
併
し
た
場
合
は
、

栃
尾
市
は
最
後
に
回
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
先
に
栃

尾
市
に
予
算
を
持
っ
て
く
る
に
は
、

か
な
り
の
努
力
が
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
の
協
議
の
中
で
、
小

さ
な
集
落
や
周
辺
部
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
７

今
後
合
併
に
つ
い
て
聞
き
た
い

こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う

四
月
二
十
五
日
、
越
路
町
も
み

じ
園
内
の
巴
ケ
丘
山
荘
を
会
場
に
、

第
三
回
長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研

究
会
首
長
会
議
が
行
わ
れ
、
次
の

こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
三
島
町
正
式
参
加

今
ま
で
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し

て
い
た
三
島
町
か
ら
、
正
式
に
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
い
と
い

う
申
し
入
れ
が
あ
り
、
全
員
一
致

で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
合
併
の
目
的
や
メ
リ
ッ
ト
を

引
き
続
き
研
究

検
討
課
題
の
「
合
併
の
目
的
や

メ
リ
ッ
ト
」
の
内
の
「
合
併
後
の
市

域
と
各
市
町
村
の
役
割
や
ビ
ジ
ョ
ン

（
素
案
）」
に
基
づ
い
て
議
論
を
行
い
、

こ
の
素
案
を
た
た
き
台
に
し
て
、
引

き
続
き
議
論
を
深
め
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

三
、
分
科
会
を
設
置
し
て
細
か
な
制

度
の
違
い
も
研
究

重
要
事
項
に
係
る
制
度
比
較
お
よ

び
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
制
度
の
比
較
と
制
度
を
統
一
し

た
場
合
の
財
政
負
担
に
つ
い
て
議
論

を
行
い
、
今
後
、
引
き
続
き
議
論
を

す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
道
路
除
雪
や
保
育
料
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
制
度
比
較
を
し
て
い
く

中
で
、
①
全
市
一
律
基
準
が
望
ま
し

い
も
の
②
地
域
特
性
を
考
慮
す
べ
き

も
の
③
関
係
機
関
と
協
議
が
必
要
な

も
の
④
建
設
計
画
等
で
調
整
す
べ
き

も
の
⑤
合
併
後
速
や
か
に
調
整
す
べ

き
も
の
、
に
区
分
。

さ
ら
に
分
科
会
を
設
置
し
て
、
細

か
な
制
度
の
違
い
や
調
整
の
素
案
な

ど
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
こ
と

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
地
域
の
個
性
尊
重
の
あ
り
方
を

検
討

地
域
の
持
っ
て
い
る
文
化
性
や
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
尊
重
に
つ

い
て
今
後
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

次
回
は
六
月
二
十
四
日
、
山
古
志

村
で
開
催
予
定
。

懇談会での質疑応答から

長
岡
地
域
市
町
村

合
併
研
究
会
の
動
き

―
―
第
三
回
首
長
会
議
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刈
谷
田
中
学
校
二
年
生
が

栃
尾
の
史
跡
め
ぐ
り

五
月
二
十
四
日
、
刈
谷
田
中
学
校
二

年
生
百
十
九
人
が
、
栃
尾
の
史
跡
を
め

ぐ
る
「
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
年
度
か
ら
新
学

習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
伴
い
、
総

合
的
な
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
栃
尾
を

再
発
見
し
、
ま
た
自
分
た
ち
の
課
題
を

み
ず
か
ら
解
決
す
る
能
力
を
養
う
た
め

の
も
の
で
す
。

こ
れ
に
先
が
け
五
月
二
日
、
『
栃
尾

の
史
跡
に
つ
い
て
』
と
題
し
、
石
田
哲

弥
先
生(

元
栃
尾
市
文
化
財
審
議
会
長)

か
ら
栃
尾
の
歴
史
や｢

八
俣
の
大
蛇｣

伝

や

ま

た

お

ろ

ち

説
の
説
明
、
ま
た
各
コ
ー
ス
に
あ
る
栃

尾
の
文
化
財
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
交

え
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
栃
尾
の

石
仏
な
ど
テ
ー
マ
を
も
っ
て
事
前
学
習

を
し
ま
し
た
。

ＪＣ野球教室開催
５／11小中学生180人が参加

今
年
も
栃
尾
て
ま
り
ま
つ
り
が
、
五

月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
文
化
セ
ン
タ
ー

一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
は
、
好

天
に
も
恵
ま
れ
、
連
日
大
勢
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。
特
に
初
日
は
、
石
川
県
や

神
奈
川
県
か
ら
も
て
ま
り
愛
好
者
が
大

型
バ
ス
な
ど
で
来
場
し
、
い
ち
早
く
目

当
て
の
て
ま
り
を
買
い
求
め
よ
う
と
会

場
は
大
盛
況
。

会
場
に
は
新
作
も
含
め
、
色
鮮
や

か
な
約
三
千
個
の
て
ま
り
が
展
示
さ

れ
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
に
よ
る
制
作
実
演
も

行
わ
れ
、
熱
心
な
愛
好
者
か
ら
作
り

方
な
ど
を
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

栃
尾
青
年
会
議
所
の
ス
ポ
ー
ツ
を
つ
う
じ

た
人
材
育
成
事
業｢

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ

２
０

０
２｣

が
、
巨
人
軍
の
元
コ
ー
チ
池
谷
公
二

郎
氏
と
元
選
手
屋
鋪
要
氏
を
招
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
プ
ロ
の
指
導
に

感
激
し
、
将
来
の
プ
ロ
選
手
を
め
ざ
し
て
一

生
懸
命
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

子どもたちも興味津々

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
生
徒
は

梨
の
木
ト
ン
ネ
ル
の
石
仏(

九
川)
、

杜
々
の
森
、
菅
原
神
社(

上
来
伝)

か

ら
そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
、
学
校
を
目
指

す
三
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ス
タ
ー
ト
。

秋
葉
公
園
な
ど
で
石
田
先
生
か
ら
説

明
を
受
け
た
り
、
沿
道
の
保
護
者
か

ら
激
励
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
十

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
最
後
ま
で
歩
き

と
お
し
た
達
成
感
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
な
ど
に
よ
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
栃

尾
を
再
発
見
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
二
学
期
に
は
、
同
校
学
区
の

小
学
校
を
訪
問
し
、
学
習
し
た
成
果

の
発
表
会
を
開
く
予
定
で
す
。

１人ずつ手を取って
指導する池谷コーチ

手
に
と
っ
て
吟
味
す
る
来
場
者

小
学
校
で
田
植
え

下
塩
小
・
荷
頃
小
・
西
谷
小

熟
練
の
技｢

枠
こ
ろ
が
し｣

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！（荷

頃
小
）

晴
天
に
恵
ま
れ
た
五
月
十

五
日
、
下
塩
小
、
荷
頃
小
、

西
谷
小
で
田
植
え
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

｢

お
い
し
い
米
を
作
る
ぞ｣

と

声
を
か
け
、
地
域
の
人
た
ち

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら

し
っ
か
り
と
植
え
ま
し
た
。

こ
の
日
植
え
た
の
は
い
ず

れ
も
コ
ガ
ネ
モ
チ
。
育
て
る

の
は
大
変
で
す
が
、
実
り
の

秋
が
楽
し
み
で
す
。

石田先生の言っていた石仏ね(下来伝)

受
験
の
時
に
は
ま
た
来
よ
う(

菅
原
神
社)

します商品券の取扱加盟店を募集
申込期限：６月14日(金)まで

問合せ：加盟金など詳細については商工会(担当、早川) 52 4191-
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社会の海へ船出！
ニューフェイスがんばれ

新 社 会 人 就 職 激 励 会

五
月
十
一
・
十
二
日
の
両
日
、
総
合
体

育
館
と
栃
高
体
育
館
を
会
場
に
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
国
体
予
選
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
般
女
子
に
出
場
し
た
栃
高
の
高

橋
先
生
や
、
一
般
男
子
で
出
場
し
た
栃
尾

出
身
の
佐
藤
選
手
、
茨
木
選
手
ら
を
応
援

し
よ
う
と
、
市
内
の
小
中
学
生
が
大
勢
詰

め
掛
け
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

五
月
十
日
、
今
年
市
内
に
新
た
に
就
職
し
た
人

た
ち
を
対
象
に
、
新
社
会
人
就
職
激
励
会
が
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
社
会

人
の
み
な
さ
ん
が
、
少
し
で
も
早
く
職
場
に
慣
れ
、

活
躍
で
き
る
よ
う
に
と
市
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

式
典
で
は
、
杵
渕
市
長
が
歓
迎
の
言
葉
で
新
社

会
人
を
激
励
。
来
賓
の
祝
辞
の
あ
と
、
社
会
人
と

し
て
一
年
先
輩
の
羽
二
生
真
之
さ
ん
が
、｢

若
い

は

に

ゅ

う

ま
さ
ゆ
き

得点を重ねる佐藤選手

体験発表
さん羽二生真之

(鈴倉インダストリー㈱)

か
ら
こ
そ
で
き
る
大
胆
さ
を
存
分
に
発
揮
し
て
欲

し
い｣

と
、
体
験
発
表
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新

社
会
人
を
代
表
し
て
高
頭
稔
さ
ん
が
、
「
若
さ
で

た
か
と
う
み
の
る

こ
の
栃
尾
市
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、

精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
記
念
講
演
で
は
、
上

越
教
育
大
学
教
授
の
鈴
木
敏
紀
さ
ん
が
「
職
業
人

の
姿
を
求
め
て
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

新潟県バスケットボール
国体予選大会

誓いの言葉
さん高頭 稔

(原田通信㈱)

が

に

還
暦
を
祝
う
会

お
り
な
す

５
／

し
だ
れ
桜
を
植
樹

25

還
暦
を
祝
う
会(

西
片
実
会

長)

は
、
お
り
な
す
正
面
の
芝

生
広
場
に
杵
渕
市
長
と
と
も
に

し
だ
れ
桜
を
植
樹
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
会
員
七
十
九
人
が

還
暦
を
迎
え
た
記
念
に
し
だ
れ

桜(

セ
ン
ダ
イ
桜)

を
植
え
た
も

の
で
、
西
片
会
長
は｢

市
内
外

の
人
た
ち
が
集
ま
る
お
り
な
す

で
、
皆
さ
ん
と
毎
年
桜
を
楽
し

み
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

し
だ
れ
桜
を
植
樹
す
る

西
片
会
長
と
杵
渕
市
長

江
戸
中
期
を
起
源
と
し
、

伝
統
の
様
式
と
規
模
で
は
県

下
随
一
の
形
態
を
受
け
継
い

で
い
る｢

栃
尾
大
名
行
列｣

が
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
に
誘

わ
れ
て
沿
道
に
は
多
く
の
見

物
客
が
陣
取
り
、
愛
ら
し
い

子
ど
も
た
ち
に
盛
ん
に
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

午
前
十
時
、
花
火
を
合
図
に
諏
訪
神

社
を
出
発
し
、
金
棒
引
き
を
先
頭
に
三

百
メ
ー
ト
ル
以
上
続
く
厳
粛
で
し
か
も

げ
ん
し
ゅ
く

華
や
か
な
時
代
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
午
後
四
時
か
ら
の
舞
込
み
で

は
、
太
鼓
、
神
輿
な
ど
が
白
丁
の
人
た

み

こ

し

は
く
ち
ょ
う

ち
に
よ
っ
て
威
勢
よ
く
奉
納
さ
れ
、
大

勢
の
観
客
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

長
い
歴
史
を
持
つ
大
名
行
列
と
諏
訪
神

社
の
神
輿
渡
御
は
、
絶
好
の
被
写
体
と
し

と

ぎ

ょ

て
人
気
が
高
く
、
市
外
か
ら
訪
れ
る
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
年
々
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
日
も
、
雁
木
の
街
並
み
を

練
り
歩
く
金
棒
引
き
や
、
愛
ら
し
い
武
者

姿
の
子
ど
も
た
ち
に
カ
メ
ラ
を
向
け
、
盛

ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。 白丁たちの舞込みは迫力満点

栃
尾
市
民
俗
文
化
財

大
名
行
列
4/29

雁木に映える金棒引き
武者姿に緊張気味の
右大臣と左大臣

額面総額１億1,000万円(プレミアム10％含む)

しますプレミアム商品券を発行
と き：７月19日(金)・20日(土)、正午から午後６時まで

ところ：商工会館(本町) その他：詳細は後日お知らせします



五
月
十
九
日
、
県
内
か
ら
昨
年
よ
り
も
十
六
団
体
多
い
八
十
七

団
体
、
千
二
百
人
の
少
年
少
女
剣
士
が
総
合
体
育
館
に
集
い
、
謙

信
公
祭
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
杵
渕
市
長
は
「
当
市
は
、

二
〇
〇
九
年
の
新
潟
国
体
で
剣
道
会
場
に
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
皆
さ
ん
が
、
県
の
代
表

選
手
で
す
。
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

会
場
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い

白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
、

選
手
の
か
け
声
や
体
育
館
を

い
っ
ぱ
い
に
し
た
観
衆
の
声

援
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
「
は
な
ま
る
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
総
会

で
健
康
で
明
る
い
家
庭
づ
く
り

お
袋
の
味

今
年
で
四
十
二
回
目
を
迎
え
た
守
門

岳
の
山
開
き
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の

日
、
大
阪
か
ら
は
る
ば
る
や
っ
て
来
た

人
や
道
院
高
原
の
山
開
き
ツ
ア
ー
客
な

ど
、
過
去
最
高
の
九
百
人
の
登
山
愛
好

者
が
訪
れ
守
門
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

暖
冬
で
雪
庇
は
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、

心
地
よ
い
涼
風
と
日
差
し
を
浴
び
て
ビ

ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
。
山
頂
か
ら

ぐ
る
っ
と
見
渡
せ
る
山
並
み
や
市
街
地

を
、
心
ゆ
く
ま
で
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

守
門
大
岳
山
頂
で
十
一
時
か
ら
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
保
久
礼
か
ら

自
力
で
登
っ
た
佐
藤
雄
太
く
ん(

６

歳
・
金
沢)

と
大
橋
歩
実
さ
ん(

５
歳

・
金
沢)

の
仲
良
し
コ
ン
ビ
も
、
一

緒
に
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

自
然
を
愛
し
山
を
愛
し
た
故
上
村
弥
太
郎

さ
ん
の
顕
彰
碑
が
、
名
峰
守
門
を
仰
ぎ
見
る

道
院
池
畔
に
完
成
し
、
市
長
を
は
じ
め
来
賓

や
山
岳
会
な
ど
関
係
者
が
出
席
し
て
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
故
人
は
、
昭
和
二
十
七

年
に
仲
間
と
守
門
山
岳
会
を
創
立
し
て
初
代

会
長
に
就
任
。
道
院
ヒ
ュ
ッ
テ
の
建
設
、
登

山
道
や
避
難
小
屋
の
整
備
な
ど
、
長
年
に
わ

た
っ
て
数
々
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
（
食

推
）
は
、
四
月
二
十
五
日
文
化
セ
ン
タ

ー
で
総
会
と
研
修
会
を
開
催
。
総
会
で

は
予
算
な
ど
の
承
認
や
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
会
長
に
若
杉
早
苗
さ
ん
が
留
任

し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
県
健
康
開
発
財
団
の

荒
木
快
英
参
与
が｢

健
康
で
明
る
い
家

庭
づ
く
り｣
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、

日
本
古
来
の
料
理
と
お
袋
の
味
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
、
食
推
の
大
切
な
活

動
で
あ
る
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

感慨深く顕彰碑を眺める
椿晋一山岳会会長(左)と
妻スマ子さん(右)

第

回

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

11

５
／
９

親
善
リ
ー
グ
戦

開
幕

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
つ
う
じ
て
、
健
康
増
進
・
明
る
い
家
庭

・
和
や
か
な
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
標
に
開
催

な
ご

さ
れ
て
い
る
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
リ
ー
グ
戦
が
、
開

幕
し
ま
し
た
。
開
会
式
で
あ
か
ね
チ
ー
ム
の
椿
セ
ツ
子
さ
ん

が｢

自
分
が
健
康
で
い
ら
れ

る
こ
と
と
、
家
族
の
協
力
に

感
謝
し
最
後
ま
で
頑
張
り
ま

す｣

と
選
手
宣
誓
。

今
年
も
十
二
チ
ー
ム
が
二

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
、
十

月
十
七
日
ま
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
す
。

選
手
宣
誓
を
す
る
椿
さ
ん

｢

健
康
は
家
庭
の
食
卓
が
基
本｣

と
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
講
演
す
る
荒
木
参
与

県内1,200人の剣士が集い熱戦

謙信公祭剣道大会第35回

上村弥太郎翁顕彰碑除幕式
５／19守門山岳会が業績を讃え建立

過
去
最
高
の
九
百
人
で
賑
わ
っ
た

５
／

守

門

山

開

き

26

青雲、袴岳など360度のパノラマを
楽しむ登山者たち

頑
張
っ
て
登
っ
た
二
人
も
安
全
祈
願

白
熱
し
た
真
剣
勝
負

不審電話に注意！
「○○小学校の○年生ですが、ほかの生徒の電話番号を教えてください」などほかの子どもの電話番

号や住所を聞き出そうとしたら「こちらからかけ直します」と対応し、電話を切ってください

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
平
成
十
四

年
三
月
ま
で
の
三
歳
児
歯
科
健
診
で
、

む
し
歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
は
次
の

九
十
二
人
で
し
た
。

（
町
名
順
、
敬
称
略
）

酒
井
美
紅

稲
田
晴
紀

▽
新
栄
町

酒
井
優
月

手
塚
実
結

笠
井
綾
音

▽
栄

町

佐
藤
汐
水

村
山
健
太
郎

▽
山
田
町

佐
野

栞

今
井
涼
介

今
井
萌
香

▽
大
野
町

林

環
奈

斎
藤
恭
生

高
橋
希
望

▽
谷

内

高
林
瑞
樹

今
井
桐
子

▽
滝
の
下
町

成
松
愛
梨

酒
井
雄
都

▽
上
の
原
町

今
井
美
穂

渡
辺
雅
心

佐
藤
も
も
子

渋
谷
美
歩

土
田
菜
央

渡
辺
莉
菜

石
原
杏
菜

佐
野
穂
高

▽
旭

町

植
村
梨
穂

西

由
之

▽
表

町

清
水
剣
真

渡
辺
愛
友

▽
本

町

今
井
摩
人

▽
東

町

外
山
愛
満

▽
小

貫

剣
持
梨
沙

八
木
幸
良

▽
金

沢

石
黒

悠

佐
藤
彩
花

目
黒
祥
大

斎
藤

琳

酒
井
玄
太

関
口
大
器

大
塚
奈
央

▽
原

町

林

倖
佑

橘

昂
宏

山
田
諒
多
郎

▽
巻

渕

大
木
祥
一

多
田
皓
太

難
波

茜

▽

平

宮
島
正
成

鶴
巻
詩
織

石
原

悠

平
原
茉
結

▽
天
下
島

西
川

藍

土
田

樹

今
井
拓
真

島

京
平

▽
鴉
ヶ
島

矢
沢
美
幸

▽
水

沢

稲
田
ま
ど
か

▽
楡

原

稲
田
美
侑

中
沢
佑
香

小
熊
斎
槻

村
越
梨
帆

▽
上
樫
出

大
湊
多
丘

▽
熊

袋

山
井
優
作

▽
二
日
町

中
澤
怜
也

菅
田
麻
衣

▽
人

面

土
田
遼
太
郎

佐
野
仁
美

▽
山

屋

井
出
玲
奈

▽
滝
之
口

阿
部
與
志
喜

▽
入
塩
川

中
澤
優
香

大
塚
ら
ら

▽
大
野
原

今
井
滉
大

高
橋
奏
里

▽
宮

沢

五
十
嵐
悠
太

五
十
嵐
昭
太

韮
沢
里
奈

▽

泉

福
王
寺
京
介

中
沢
和
希

▽
赤

谷

椎
谷
真
衣
子

酒
井
孝
志

▽
栃

堀

横
山
沙
希

▽
上
来
伝

小
林
未
来

▽
栗
山
沢

畦
上
綾
子

高
橋
柾
矢

▽
北
荷
頃

千
野
悠
梨

▽

中

鎌
田
す
み
れ

▽
比

礼

磯
部
魁
斗

磯
部
綺
更

▽
森

上

諏
佐
大
夢

金
内
拓
海
、

▽
西
中
野
俣

金
内
宗
大

諏
佐
南
央
紀

▽
東
中
野
俣

表
町(

岩
神)

区
は
、
新
潟
大
学
の

学
生
と
協
働(

同
じ
目
的
の
た
め
に
協

力
し
て
働
く
こ
と)

し
て
、
雁
木
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
平
成

九
年
か
ら
進
め
今
年
で
六
年
目
。
こ

の
活
動
を
市
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

表
町(

岩
神)

区
と
新
潟
大
学
工
学

部
建
設
学
科
の
学
生
ら
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
は
、
平
成
九
年
か
ら
始
ま
り
、

毎
年
約
五
十
人
の
学
生
が
表
町
を
訪

れ
て
い
ま
す
。

古
い
雁
木
の
町
並
み
、

住
民
と
学
生
の
ま
ち
づ
く
り

今
年
も
五
月
十
日
、
新
大
生
が
訪

れ
、
表
町
の
住
民
か
ら
、
古
い
雁
木

の
町
並
み
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
先
輩
た
ち
が
作
っ
た
家

や
商
店
の
屋
号
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
看

板
や
、
雁
木
を
見
て
「
こ
れ
が
先
輩

た
ち
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
看
板
や
雁
木

か
」
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
建
設
さ
れ
る
雁
木
の
場
所
は
、

植
村
正
昭
さ
ん
宅
と
小
林
書
店
の
間

の
私
有
地
で
す
。
こ
の
雁
木
づ
く
り

に
挑
戦
す
る
学
生
は
、
新
大
生
が
五

班
、
長
岡
造
形
大
学
生
が
二
班
の
七

班
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
競
い
ま
す
。
デ

ザ
イ
ン
を
町
並
み
と
ど
の
様
に
調
和

さ
せ
る
の
か
、
大
学
生
た
ち
の
若
い

感
性
に
住
民
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

表
町
区
は
、
今
ま
で
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、
国
土
交
通
省
の
「
多
様
な

主
体
の
参
加
と
連
携
に
よ
る
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
で
全

国
十
五
団
体
の
う
ち
の
一
団
体
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
今
年
は
こ
の
事
業
で

雁
木
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

新
大
生
と
造
形
大
生
が

ア
イ
デ
ィ
ア
を
競
う
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３
歳
児
歯
科
健
診

む
し
歯
の

人
92

〜

〜

乳乳
歯
の
む
し
歯
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

３歳児でむし歯のある割合は35.3％で、

県平均と比較して多い状況です。その原

因として①小さいころからスポーツ飲料

やジュースなどを多量に飲ませている②

おやつのだらだら食べ③１歳を過ぎても

哺乳びんを使用している④歯の仕上げみ

がきを毎日していないなどが考えられま

す。もう一度家族が協力して、お子さん

の生活を見直してみましょう。

今
年
も
、
新
大
生
ら
が
表
町
住
民
と

雁
木
づ
く
り

が

ん

ぎ

今年の建設予定地を実測する新大生

日本陶磁五千年の至宝

愛知県陶磁資料館コレクション展
と き：７月14日(日)まで９時30分～17時、月曜休館 ところ：県立歴史博物館

観覧料：一般600円、大学・高校生400円、中・小学生200円 問合せ： 47 6130-



地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の

三
第
一
項
お
よ
び
栃
尾
市
財
政
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
平

成
十
三
年
度
下
期
（
十
月
一
日
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
）
の
財
政
状
況

を
公
表
し
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
額
は
百
十
九
億
二
千
六
百
万
円

で
、
そ
の
後
十
回
の
予
算
補
正
と
十

二
年
度
の
繰
越
明
許
費
を
加
え
、
三

月
末
現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、

百
三
十
三
億
六
千
六
百
二
十
八
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
予
算
現
額
百
三

十
三
億
六
千
六
百
二
十
八
万
円
に
対

し
、
収
入
済
額
は
百
五
億
三
千
五
十

八
万
円
で
、
予
算
総
額
に
占
め
る
割

合
は

・
８
％
。
ま
た
、
歳
出
の
支

78

出
済
額
は
百
五
億
六
千
八
百
六
十
四

万
円
で
、
支
出
割
合
は

・
１
％
で

79

す
。
科
目
別
の
予
算
額
と
収
入
・
支

出
済
額
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
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平
成
十
三
年
度
予
算
の
執
行
状
況

（
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

予

算

総

額

歳
入
・
歳
出
の
状
況

会 計 名 区分 金 額
収 益 6億3,454万円

ガ ス 事 業 費 用 5億9,690万円

利 益 3,764万円

収 益 4億5,678万円

上水道事業 費 用 3億9,026万円

利 益 6,652万円

会 計 名 区 分 金 額
予算現額 17億1,363万円

国民健康保険事業 収入済額 15億6,763万円
支出済額 13億8,571万円
予算現額 27億7,538万円

老 人 保 健 医 療 収入済額 25億9,335万円
支出済額 25億3,359万円
予算現額 15億0,140万円

下 水 道 事 業 収入済額 14億3,847万円
支出済額 13億4,409万円
予算現額 3,566万円

簡 易 水 道 事 業 収入済額 3,427万円
支出済額 3,081万円
予算現額 114万円

工業団地造成事業 収入済額 397万円
支出済額 15万円
予算現額 1億9,937万円

農業集落排水事業 収入済額 2億8,682万円
支出済額 1億4,789万円
予算現額 13億9,639万円

介 護 保 険 事 業 収入済額 11億4,650万円
支出済額 11億3,675万円
予算現額 2,198万円

介 護 支 援 事 業 収入済額 2,045万円
支出済額 2,074万円

区 分 現 在 高 等
土 地 1,336,414㎡
建 物 120,053㎡
有価証券出資等 4億4,558万円
積 財政調整基金 8億9,595万円
立 減 債 基 金 11億0,112万円
金 その他目的基金 15億3,560万円
土地開発基金現在高 6億1,488万円

借 入 先 現 在 高
財 務 省 53億3,620万円
総 務 省 31億5,430万円
公営企業金融公庫 6億7,693万円
市 中 銀 行 等 21億8,012万円
共 済 組 合 等 3,496万円
新 潟 県 1億1,618万円
合 計 114億9,869万円

構成比科 目 収入済額
市 民 税 5億8,327万円 33.9
固定資産税 9億7,212万円 56.4
軽自動車税 4,946万円 2.9

1億0,956万円 6.4市町村たばこ税

754万円 0.4特別土地保有税

入 湯 税 10万円 0.0
合 計 17億2,205万円 100.0

ワールドカップ日本戦を

おりなす大画面で応援しょう
と き：ロシア戦 ９日20時30分～、チュニジア戦 14日15時30分～

ところ：産業交流センター｢おりなす｣ 参加費：無料

そ
　

　
の
　

　
他 

消
　

　
防
　

　
費 

衛
　

　
生
　

　
費 

農
林
水
産
業
費 

教
　

　
育
　

　
費 

公
　

　
債
　

　
費 

商
　

　
工
　

　
費 

民
　

　
生
　

　
費 

土
　

　
木
　

　
費 

総
　

　
務
　

　
費 

地
方
交
付
税 

市
　
　
　
　
税 

諸
　

　
収
　

　
入 

県

支

出

金

 

市
　
　
　
　
債 

国
庫
支
出
金 

繰
　

　
入
　

　
金 

繰
　

　
越
　

　
金 

分
担
金
及
び
負
担
金 

そ
　

　
の
　

　
他 

24 

22 

20 

18 

16 

14 

12 

10 

8 

6 

4 

2 
（億円） 

16
億
８
、５
２
４
万
円（
17
億
２
、２
０
５
万
円
）
円
） 

11
億
５
、８
５
７
万
円（
10
億
９
、４
４
０
万
円
）
円
） 

７
億
０
、８
３
８
万
円（
３
億
９
、９
９
８
万
円
）
円
） 

15
億
３
、０
６
３
万
円（
７
、１
２
０
万
円
）
円
） 

８
億
２
、１
７
８
万
円（
３
億
２
、８
６
６
万
円
）
円
） 

10
億
８
、２
２
６
万
円（
３
億
２
、６
８
１
万
円
）
円
） 

10
億
８
、２
２
６
万
円（
３
億
２
、６
８
１
万
円
） 

４
億
９
、６
４
２
万
円（
４
億
９
、６
４
２
万
円
）
円
） 

１
億
７
、４
４
７
万
円（
１
億
６
、７
１
７
万
円
）
円
） 

６
億
５
、３
７
５
万
円（
８
億
２
、５
１
４
万
円
）
円
） 

４
億
７
、４
２
７
万
円（
３
億
５
、８
４
４
万
円
）
円
） 

３
億
９
、９
８
９
万
円（
３
億
７
、１
４
３
万
円
） 

15
億
３
、２
９
５
万
円（
10
億
４
、６
１
３
万
円
）
円
） 

10
億
０
、４
４
３
万
円（
６
億
０
、３
０
２
万
円
）
円
） 

13
億
４
、５
９
８
万
円（
12
億
２
、９
７
５
万
円
）
円
） 

17
億
２
、７
９
８
万
円（
14
億
９
、８
０
７
万
円
）
円
） 

10
億
８
、１
８
０
万
円（
９
億
１
、９
２
２
万
円
）
円
） 

15
億
９
、４
８
５
万
円（
14
億
１
、２
３
５
万
円
）
円
） 

21
億
９
、５
８
７
万
円（
17
億
４
、９
３
１
万
円
）
円
） 

50
億
５
、４
７
８
万
円（
50
億
９
、８
７
５
万
円
）
円
） 

20
億
０
、８
２
６
万
円（
13
億
８
、０
９
２
万
円
）
円
） 

20
億
０
、８
２
６
万
円（
13
億
８
、０
９
２
万
円
） 

16
億
８
、５
２
４
万
円（
17
億
２
、２
０
５
万
円
） 

11
億
５
、８
５
７
万
円（
10
億
９
、４
４
０
万
円
） 

７
億
０
、８
３
８
万
円（
３
億
９
、９
９
８
万
円
） 

15
億
３
、０
６
３
万
円（
７
、１
２
０
万
円
） 

８
億
２
、１
７
８
万
円（
３
億
２
、８
６
６
万
円
） 

４
億
９
、６
４
２
万
円（
４
億
９
、６
４
２
万
円
） 

１
億
７
、４
４
７
万
円（
１
億
６
、７
１
７
万
円
） 

６
億
５
、３
７
５
万
円（
８
億
２
、５
１
４
万
円
） 

４
億
７
、４
２
７
万
円（
３
億
５
、８
４
４
万
円
） 

15
億
３
、２
９
５
万
円（
10
億
４
、６
１
３
万
円
） 

10
億
０
、４
４
３
万
円（
６
億
０
、３
０
２
万
円
） 

13
億
４
、５
９
８
万
円（
12
億
２
、９
７
５
万
円
） 

17
億
２
、７
９
８
万
円（
14
億
９
、８
０
７
万
円
） 

10
億
８
、１
８
０
万
円（
９
億
１
、９
２
２
万
円
） 

15
億
９
、４
８
５
万
円（
14
億
１
、２
３
５
万
円
） 

21
億
９
、５
８
７
万
円（
17
億
４
、９
３
１
万
円
） 

50
億
５
、４
７
８
万
円（
50
億
９
、８
７
５
万
円
） 

｝ ｝ 予算 収入・支出済分で（　）の数字その金額 

歳　出 
予算現額　133億6,628万円 
支出済額　105億6,864万円 
支出割合　79.1％ 〔 〕 

歳　入 
予算現額　133億6,628万円 
収入済額　105億3,058万円 
収入割合　78.8％ 〔 〕 

表3-2

長
岡
土
木
事
務
所
管
内
の
四
市
町

村
で
構
成
す
る
長
岡
地
区
土
木
振
興

会
は
、
建
設
事
業
の
普
及
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る

団
体
で
す
。

平
成
十
二
年
度
の
国
庫
補
助
・
県

単
事
業
費(

表
一
‐
一)

を
比
較
す
る

と
、
本
市
の
事
業
費
は
約
三
十
四
億

一
千
万
円
で

・
８
％
を
占
め
、
グ

41

ラ
フ(

表
一
‐
二)

の
と
お
り
ほ
か
の

市
町
村
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
昨
年
十
月
一
日
に

全
面
開
通
し
た
主
要
地
方
道
栃
尾
山

古
志
線
の
宮
沢
〜
大
野
町
間(

通
称
宮

沢
農
免)

の
道
路
整
備
、
今
年
三
月
二

十
五
日
に
開
通
し
た
一
般
県
道
栃
尾

田
井
線
の
栃
尾
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
、

平
成
十
五
年
度
の
完
成
を
目
指
す
国

道
二
九
〇
号
東
パ
イ
パ
ス｢

と
ち
お
大

橋｣

の
建
設
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

中
越
地
区
の
十
五
市
町
村
で
構
成

す
る
三
古
南
蒲
治
山
林
道
協
会
は
、

民
生
の
安
定
と
山
村
経
済
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

五
市
の
平
成
十
二
年
度
の
国
庫
補

助
・
県
単
事
業
費(

表
二
‐
一)

を
比

較
す
る
と
、
本
市
の
事
業
費
は
約
六

億
四
千
八
百
万
円
で

・
３
％
を
占

60

め
、
グ
ラ
フ(

表
二
‐
二)

の
と
お
り

ほ
か
の
四
市
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
地
す
べ
り
防
止
工

事(

一
之
貝
・
新
山)

、
平
成
十
四
年

度
完
成
予
定
の
林
道
道
院
線
改
良
工

事
な
ど
で
す
。
限
界

耕
地
協
議
会
は
長
岡
地
域
の
十
市

町
村
で
構
成
し
、
土
地
改
良
事
業(

農

業
農
村
整
備
事
業)

の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
市
の
平
成
十
三
年
度
の
国
営
・

県
単
・
団
体
営
事
業
費(

表
三
‐
一)

を
比
較
す
る
と
、
本
市
の
事
業
費
は

約
七
億
五
百
万
円
で

・
５
％
を
占

44

め
、
グ
ラ
フ(

表
三
‐
二)

の
と
お
り

ほ
か
の
二
市
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
県
営
農
地
防
災
事

業(

吉
水)

、
県
営
ほ
場
整
備
事
業(

吉

水
・
下
塩)

、
県
営
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業(

入
東
地
区)

な
ど
で
す
。

378,335

500,000

704,900

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

長岡市 見附市 栃尾市

千円

||||| |||||広報とちお14.6.5

前
の
ペ
ー
ジ
で
平
成
十
三
年
度
の
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
た
中
で
、

市
が
加
入
し
て
い
る
公
共
事
業
関
係
各
種
団
体
の
負
担
金
は
、
事
業
費
に
基
づ

い
て
負
担
し
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
長
岡
地
区
土
木
振
興
会
、
三
古
南
蒲
治
山
林
道
協
会
、
長
岡
郷
耕

地
協
議
会
の
負
担
金
か
ら
見
た
栃
尾
市
内
の
公
共
事
業
の
実
施
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

長岡地区土木振興会表1-1
(H14.4.10総会資料より)

H12年度 構成比 人口１人
国庫補助・県単 当たり事
事業費 (千円) (％) 業費(円)

長 岡 市 3,048,172 37.3 15,760
3,410,496 41.8 138,054栃 尾 市

越 路 町 1,086,264 13.3 76,117
山古志村 620,235 7.6 279,134
計 8,165,167 100.0 34,803

◎１人当たり事業費は、H12国調人口により算出

三古南蒲治山林道協会表2-1
(H14.5.10総会資料より)

H12年度 構成比 人口１人
国庫補助・県単 当たり事
事業費 (千円) (％) 業費(円)

長 岡 市 104,989 9.8 543
三 条 市 0 0.0 0
加 茂 市 321,208 29.9 9,709
見 附 市 0 0.0 0

647,967 60.3 26,229栃 尾 市
計 1,074,164 100.0 2,832

◎１人当たり事業費は、H12国調人口により算出

表2-2

104,989

0

321,208

0

647,967

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

長岡市 三条市 加茂市 見附市 栃尾市

千円

長岡郷耕地協議会表3-1
(H14年度賦課金調書より)

H13年度国営・ 構成比 人口１人
県単・団体営事 当たり事
業費 (千円) (％) 業費(円)

長 岡 市 378,335 23.9 1,956

見 附 市 500,000 31.6 11,487

704,900 44.5 28,534栃 尾 市

計 1,583,235 100.0 6,051
◎１人当たり事業費は、H12国調人口により算出

表1-2

3,048,172
3,410,496

1,086,264

620,235

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

長岡市 栃尾市 越路町 山古志村

千円

各
種
団
体
負
担
金
か
ら
見
た

公
共
事
業
の
実
施
状
況

長
岡
地
区
土
木
振
興
会

三
古
南
蒲
治
山
林
道
協
会

長
岡
郷
耕
地
協
議
会

平成14年度の完成を目指して
工事が進む林道｢道院線｣

とちお
市 民 芸 術 祭

と き：６月15日(土)・16日(日) ところ：産業交流センターおりなす てまりホールほか

※「美の祭典」は９時～17時(16日は15時30分まで)、「芸能まつり」は16日10時～15時30分



河
井
實
さ
ん
、
大
瀬
久
男
さ
ん
、

椛
沢
明
さ
ん
は
、
統
計
調
査
の
調
査

員
と
し
て
、
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

栃
尾
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
山
井
行
雄
会
長
）
は
、
永
年

に
わ
た
る
社
会
福
祉
活
動
が
評
価
さ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
統
計
協
会

総
裁
表
彰

新
潟
県
民
生
・
児
童
委
員

協
議
会
表
彰

佐
藤
（
教
士
七
段
）
さ
ん
は
、
新

潟
県
の
大
将
と
し
て
、
飯
塚
さ
ん
は

先
鋒
と
し
て
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

個
人
戦

三
年
生
の
部
（
敬
称
略
）

飯
浜

雄
介
（
新

町
）

優
勝

中
村

寛
大
（
上
樫
出
）

三
位

個
人
戦

四
年
生
の
部
（
敬
称
略
）

八
木

亮
祐
（
金

町
）

優
勝

稲
田

真
樹
（
楡

原
）

三
位

個
人
戦

五
年
生
の
部
（
敬
称
略
）

佐
藤

拓
哉
（
原

町
）

二
位

第

回
全
日
本
都
道
府
県

50

対
抗
剣
道
優
勝
大
会

５
／
３

大
阪
中
央
体
育
館

第

回
中
越
地
区

23

小
学
生
柔
道
大
会

５
／
５

総
合
体
育
館

さん佐藤弘則
滝の下町

栃尾市剣道連盟

さん飯塚 仁
滝の下町

栃尾市剣道連盟

団
体
戦

低
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

栃
尾
柔
道
会
Ａ

優
勝

（
土
田
達
也
、
稲
田
真
樹
、

八
木
亮
祐
、
吉
田

望
、

棚
村
秀
真
、
荒
木
健
吾
）

栃
尾
柔
道
倶
楽
部
Ａ

三
位

（
飯
浜
雄
介
、
中
村
寛
大
、

内
山
大
輔
、
小
浦
夢
蔵
、

土
田
貴
大
）

団
体
戦

高
学
年
の
部
（
敬
称
略
）

栃
尾
柔
道
倶
楽
部
Ａ

三
位

（
高
山
勇
輔
、
北
村
寛
子
、

椿

龍
憧
、
中
村
萌
美
、

関
根
志
帆
）

個
人
戦
（
敬
称
略
）

小
学
二
年
生

基
本
動
作
の
部

大
橋

海
里
（
栄

町
）

三
位

小
学
五
年
生

小
太
刀
の
部

笠
井

槙
人
（
栄

町
）

優
勝

中
学
生

長
剣
フ
リ
ー
の
部

全
国
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
選
手
権
大
会

５
／
６

横
浜
文
化
体
育
館

小
林

圭
輔
（
巻

渕
）

三
位

団
体
戦
（
敬
称
略
）

小
学
生
の
部新

風
会
合
同
チ
ー
ム

二
位

（
星
野

豪
ほ
か
）

中
学
生
の
部新

潟
選
抜
チ
ー
ム

優
勝

（
吉
田
貴
弘
、
小
林
圭
輔
、

倉
茂
尚
寛
）

男
子
の
部
（
敬
称
略
）

渡
辺
寅
一
郎
（
天
下
島
）

優
勝

韮
沢

正
行
（

）

二
位

上
の
原
町

高
橋

貞
夫
（

）

三
位

上
の
原
町

女
子
の
部
（
敬
称
略
）

内
山
フ
ジ
ノ
（
天
下
島
）

優
勝

韮
沢

キ
ノ
（

）

二
位

上
の
原
町

斉
藤

フ
ミ
（

）

三
位

上
の
原
町

一
般
の
部
（
敬
称
略
）

渡
辺

広
市
（
宮

沢
）

優
勝

小
林

高
（
東

町
）

二
位

酒
井

英
子
（
金

町
）

三
位

第

回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

15

ゴ
ル
フ
大
会

５
／

お
り
な
す

12

個
人
戦
（
敬
称
略
）

小
学
生
低
学
年
の
部

矢
澤

悠
（
鴉
ヶ
島
）

二
位

小
学
生
中
学
年
の
部

湯
谷

大
地
（

）

三
位

滝
の
下
町

中
学
生
女
子
の
部

湯
谷

綾
（

）

二
位

滝
の
下
町

中
学
生
男
子
の
部

佐
々
木
真
吾
（
大

町
）

優
勝

佐
藤

優
太
（
北
荷
頃
）

二
位

団
体
戦
（
敬
称
略
）

小
学
生
低
学
年
の
部

栃
尾
市
剣
道
連
盟

三
位

（
大
橋
公
貴
、
矢
澤

悠
、

、
高
山

涼
、

小
浦
方
幸
穂

西

貴
明
）

中
学
生
女
子
の
部

刈
谷
田
中
学
校

優
勝

（

、
嘉
代
真
美
、

小
浦
方
志
織

吉
原
静
香
、

、

小
浦
方
睦
美

佐
藤
舞
子
）

秋
葉
中
学
校

三
位

（
湯
谷

綾
、

、

目
黒
友
理
恵

稲
田
有
華
、
西
川
雅
子
、

諸
橋
摩
耶
）

中
学
生
男
子
の
部

秋
葉
中
学
校

三
位

（
小
林
健
悟
、
熊
倉

孝
、

三
本
将
太
、
深
澤
和
樹
、

佐
藤
優
太
）

第

回
35

謙
信
公
祭
剣
道
大
会

５
／

総
合
体
育
館

19
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!!押さえ込み１本

左から、河井さん(大野原)、大瀬
さん(金町)、椛沢さん(天下島)山井会長と杵渕市長

!!ナイス・ショット

坂本州子 実践・心理学講座さんの

子どもへの勇気づけ、自分への勇気づけ
と き：６月29日(土) 10時～12時

ところ：サンライフ長岡 参加費：2,000円

申込み・問合せ：事前申し込みが

必要、五十嵐淳至 63 4266-

通
常
ガ
ス
栓
は
、
金
属
と
金
属
が

接
触
し
て
お
り
、
磨
耗
の
防
止
や
気

密
保
持
の
目
的
で
グ
リ
ス
（
潤
滑

剤
）
が
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ス
栓
の
グ
リ
ス
は
、
ガ
ス
成
分

や
温
湿
度
、
使
用
環
境
、
ガ
ス
栓
の

開
閉
に
よ
り
、
排
出
や
渇
き
な
ど
で

か
わ

グ
リ
ス
切
れ
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
長
期
間
使
用
し
た
ガ
ス

栓
は
、
グ
リ
ス
の
排
出
、
劣
化
（
酸

化
）
に
よ
っ
て
ガ
ス
栓
の
気
密
性
・

操
作
性
が
悪
く
な
り
、
ガ
ス
漏
れ
や

つ
ま
み
の
動
き
が
固
い
な
ど
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

昭
和

年
以
前
の
旧
型
ガ
ス
栓
は
、

48

ほ
と
ん
ど
が
こ
の
タ
イ
プ
で
ガ
ス
漏

れ
の
し
や
す
い
ガ
ス
栓
で
し
た
。

最
新
の
ガ
ス
栓
は
オ
イ
ル
レ
ス
タ

イ
プ
な
の
で
、
動
き
が
悪
く
な
っ
た

ガ
ス
栓
は
大
丈
夫
？

ヒ
ュ
ー
ズ
コ
ッ
ク

り
、
ガ
ス
漏
れ
が
発
生
し
た
り
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
が
ガ
ス
栓
ま

た
は
器
具
側
か
ら
外
れ
た
場
合
や
、

ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
切
断
な
ど
に
よ
り
過

大
な
ガ
ス
が
流
れ
出
た
時
に
、
ガ
ス

栓
内
の
ナ
イ
ロ
ン
ボ
ー
ル
が
押
し
上

げ
ら
れ
ガ
ス
流
路
を
閉
ざ
し
、
ガ
ス

の
流
れ
を
自
動
的
に
遮
断
し
て
ガ
ス

漏
れ
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る
機
能

を
持
っ
た
「
ヒ
ュ
ー
ズ
コ
ッ
ク
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。

古
く
な
っ
た
ガ
ス
栓
は
、
ガ
ス
漏

れ
な
ど
の
原
因
に
な
り
や
す
い
た
め
、

新
し
い
ガ
ス
栓
へ
の
取
替
え
を
勧
め

ま
す
。

次
の
事
業
者
を
新
規
に
ガ

ス
公
認
工
事
店
、
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
指
定
・
追
加

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
ガ
ス
・
水
道
】

○
㈲
佐
藤
鉄
工
（
見
附
市
）

‐
０
４
１
２

62

く
わ
し
く
は
ガ
ス
水
道
局

‐
５
８
２
６

52

指

定

工

事
事

業
者

を

追

加

||||| |||||広報とちお14.6.5

古
く
な
っ
た

は

ガ
ス
栓

早
め
の
取
替
え
を

わ
が
家
の
防
災

台
風
や
豪
雨
の
到
来
は
予
測
で
き

る
か
ら
と
安
易
に
考
え
て
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
強
風
や
大
雨
は
私
た
ち

に
何
度
も
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
油
断
せ
ず
に
日
ご
ろ
か

ら
十
分
な
対
策
を
立
て
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

○
台

風

日
本
列
島
に
は
毎
年
多
数
の
台
風

が
接
近
ま
た
は
上
陸
し
、
強
風
と
大

雨
に
よ
り
た
び
た
び
大
き
な
被
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
。
台
風
情
報
に
注
意

し
て
被
害
が
出
な
い
よ
う
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

○
集
中
豪
雨

集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
の
う
ち
に

狭
い
地
域
に
集
中
し
て
降
る
豪
雨
の

こ
と
で
、
梅
雨
の
終
わ
り
ご
ろ
に
よ

く
起
こ
り
ま
す
。
狭
い
地
域
に
限
ら

れ
て
突
発
的
に
降
る
た
め
、
そ
の
予

測
は
比
較
的
困
難
で
す
。
中
小
河
川

の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
、
が
け
崩
れ
な

ど
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
、

万
全
の
対
策
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

【
家
庭
で
の
備
え
】

台
風
や
大
雨
な
ど
が
近
づ
い
て
も
、

実
際
に
対
策
を
立
て
て
い
る
人
は
少

な
い
よ
う
で
す
。
強
風
や
大
雨
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
す
る
に
は
、
気

象
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
ら
建
物
や

塀
、
看
板
な
ど
の
安
全
点
検
を
始
め
、

貴
重
品
や
非
常
持
ち
出
し
品
な
ど
の

準
備
を
行
い
、
十
分
な
対
策
を
立
て

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

風
水
害
に

注
意
し
よ
う
！

ガ
ス
水
道
局
は
、
各
家
庭
の
ガ
ス
漏
れ
調
査
を
三
年
に
一
度
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
ガ
ス
漏
れ
を
発
見
し
た
場
合
の
多

く
は
、
古
い
ガ
ス
栓
か
ら
の
ガ
ス
漏
れ
で
し
た
。

ガ
ス
と
安
全

みんなで参加しましょう。

夏 期 巡 回 ラ ジ オ 体 操
と き：８月10日(土) ６時30分～

ところ：おりなす前広場(雨天は総合体育館)



道
院
高
原
は
、
守
門
岳
山
麓
に
広

が
る
標
高
六
百
メ
ー
ト
ル
の
さ
わ
や

か
高
原
。
新
潟
県
森
林
浴
の
森
百
選

に
選
ば
れ
た
、
み
ん
な
で
遊
べ
る
憩

い
の
広
場
で
す
。

区
画
整
備
さ
れ
た
「
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場｣

、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
ス
キ
ー

練
習
に
最
適
な
「
グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ

ー
場｣
、
白
い
ブ
ナ
林
が
立
ち
並
ぶ

「
遊
歩
道｣
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
宿
泊
施

設
な
ど
も
充
実
。
森
林
浴
、
自
然
散

策
、
昆
虫
採
集
、
釣
り
や
ボ
ー
ト
遊

び
な
ど
子
ど
も
た
ち
も
活
躍
で
き
ま
す
。

６
月

日

〜

日

と

き

29

（土）

30

（日）

一
日
目
、
浅
草
岳
の
植
物
堪
能

☆
夜
は
星
を
眺
め
な
が
ら
楽
し
く

山
談
義

二
日
目
、
保
久
礼
登
山
口
を
出
発

し
大
岳
山
頂
を
経
て
入
塩
川
ル
ー

ト
へ

「
ロ
ッ
ジ
道
院
」

宿

泊

一
万
三
千
円
（
一
泊
三
食

参
加
費

・
保
険
料
込
）
税
別

二
十
人

定

員

◎
８
月
に｢

守
門
岳
縦
走
ツ
ア
ー｣

、

月
に
落
ち
葉
の
じ
ゅ
う
た
ん
を

10歩
く｢

守
門
岳
・
粟
ヶ
岳｣

を
予
定

守
門
岳
・
浅
草
岳

〜
ヒ
メ
サ
ユ
リ
に
会
い
に
行
こ
う
〜

し
て
い
ま
す
。

標
高
六
百
メ
ー
ト
ル
の
高
原
で
気

の
合
う
仲
間
と
の
ん
び
り
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▽

（
昼
食
・
ロ
ッ
ジ

日
帰
り
プ
ラ
ン

道
院
入
浴
料
込
）

二
千
五
百
円
〜

平
日
…

三
千
円
〜

土
・
日
・
祝
日
…

▽

（
一
泊
二
食
付
）

宿
泊
プ
ラ
ン

七
千
五
百
円
〜

平
日
…

八
千
円
〜

土
・
日
・
祝
日
…

※
一
団
体
、
十
名
以
上
。
７
／

〜
20

８
／

の
間
、
土
・
日
・
祝
日
プ

31

ラ
ン
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
・
申
込
み

管
理
運
営
組
合

‐
２
１
２
０

58

道
院
得
々

日
帰
り
・
宿
泊
プ
ラ
ン

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
送
迎
付

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・
グ
レ
ス
テ
ン

ス
キ
ー
場
・
ブ
ナ
林
の
森
林
浴

道

院

高

原

ど

う

い

ん

ブ
ナ
・
ナ
ラ
な
ど
に
囲
ま
れ
た

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

夏はアウトドアのシーズン。水と緑が織りなす自然の中でリフレッシュ！
「 」「 」「 」はキャンプ場やレクリ道院高原 ふるさと交流広場 杜々の森名水公園
エーション施設も充実。名水、ブナ林、小鳥のさえずりが心を癒してくれます。
家族・友人・カップルの思い出に！ ぜひみなさんで訪れてください。

木のぬくもりを感じるログ
ハウス｢ロッジ道院｣で宿泊
と食事 を …
大人１人１泊２食：5,000円 ～ 、

!!食事だけでもＯＫ

スラローム大会向けて
ただいま特訓中

道院高原施設の料金表

施設名 利用料金など

（６区画）１泊２日：7,000円Ａタイプ

日帰り：3,000円

※ 電源、駐車場、芝スペース、炊事施設、AC

バーベキュー炉、水洗トイレ、テーブルありオート・

（28区画）１泊２日：4,000円キャンプ場 Ｂタイプ

日帰り：2,000円
※ 電源、駐車場、芝スペースありAC

中学以上300円、小学以下200円入場料

(テント１張)2,000円(日帰無料)
キャンプ場

宿泊

一律１人200円入場料

高校生以上 2,000円３時間券
中学生以下 1,500円

グレステン
高校生以上 3,000円

スキー場
１日券

中学生以下 2,000円
500円レンタルブーツ代

中学生以上(小学生以下は宿泊代1,000円引き)ロッジ道院

宿泊代 夕食代 朝食代＊720～831を/ / (宿泊定員27人)
人用) 4,500円 1,800円 700円除く平日宿泊 洋室(4

人用) 3,500円 同上 同上1,000円引き 和室(3

(自炊用宿泊施設、15人以上の団体で使用)
道院荘

中学生以上 宿泊１人2,000円(日帰1,000円)
(道院ヒュッテ)

小学生以下 宿泊１人1,500円(日帰 700円)

※団体料金、キャンプ用品のレンタルなどもあります。

山
頂
を
目
指
し
ブ
ナ
林
を
進
む

ツ
ア
ー
客

道の駅｢Ｒ290とちお｣

休憩コーナー
◆写真展 とちおの風景(清水 勲) ６／21(金)～７／14(日)

公
園
内
の
「
全
国
名
水
百

選
」
に
選
ば
れ
た
湧
水
に
は
、

お
い
し
い
水
と
涼
を
求
め
て

毎
年
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ

ま
す
。

区
画
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
、
シ
ャ

20
ワ
ー
室
な
ど
を
備
え
た
「
キ
ャ
ン
プ

場
」
、
名
水
会
館
「
ア
ト
レ
と
ど
」
、

お
み
や
げ
シ
ョ
ッ
プ
「
と
ど
ハ
ウ

ス
」
、
今
年
も
名
水
茶
会
の
会
場
と

な
る
有
料
の
休
憩
施
設
「
望
岳
庵
」

な
ど
施
設
充
実
。
秋
に
は
好
評
あ
ぶ

ら
げ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

(

入
場
料
二
百
円)

キ
ャ
ン
プ
場
料
金

宿
泊

テ
ン
ト
１
張
千
五
百
円

ア
ト
レ
と
ど

‐
３
０
５
０

問
合
せ

58

紫
陽
花
が
雨
に
ぬ
れ
、
花
の
色
が

あ

じ

さ

い

い
っ
そ
う
深
み
を
増
し
て
き
ま
し
た
。

木
の
枝
や
池
の
周
り
、
ま
た
は
平
地

の
田
の
あ
ぜ
で
泡
の
よ
う
な
か
た
ま

り
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵

（
卵
塊
）
で
す
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

は
そ
の
名
前
の
と
お
り
、
普
段
は
山

間
部
の
森
の
中
に
棲
み
、
産
卵
の
と

す

き
だ
け
水
辺
に
や
っ
て
き
ま
す
。

日
没
後
、
オ
ス
の
や
や
低
い
「
コ

ッ
コ
ッ
コ
ッ
、
カ
ッ
カ
ッ
カ
ッ
」
と

い
う
鳴
き
声
と
と
も
に
産
卵
が
始
ま

り
ま
す
。
メ
ス
は
い
っ
た
ん
水
の
中

に
入
り
、
膀
胱
に
多
量
の
水
を
蓄
え
、

ぼ

う
こ
う

オ
ス
を
背
負
っ
て
産
卵
場
所
に
移
動

し
ま
す
。
水
面
上
に
張
り
出
し
た
植

物
の
枝
先
に
産
卵
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
の
高
さ
は
普
通
０
〜

ゼ
ロ

栃
尾
の
自
然
を
訪
ね
て

141

〜

〜

豊
か
な
自
然
を
ど
う
守
る
か

〈
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
〉

３
ｍ
ぐ
ら
い
で
す
。
（
と
き
に
８
ｍ

に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
）

そ
し
て
、
場
所
を
決
め
た
メ
ス
は

粘
液
を
出
し
、
後
足
で
か
き
混
ぜ
な

が
ら
泡
巣
を
つ
く
り
、
３
時
間
以
上

も
か
け
て
産
卵
、
受
精
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、
繁
殖
の

た
め
に
関
わ
る
性
比
は
、
大
き
く
オ

ス
に
偏
っ
て
お
り
、
ペ
ア
の
周
り
に

さ
ら
に
３
〜
４
匹
の
オ
ス
が
し
が
み

つ
き
ま
す
。
（
左
上
の
写
真
）
ま
た
、

ペ
ア
の
オ
ス
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
は

な
い
そ
う
で
す
。
各
々
の
オ
ス
の
精

子
が
受
精
に
関
わ
る
割
合
な
ど
に
つ

い
て
は
全
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
．

さ
て
、
泡
の
中
で
育
っ
た
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
は
白
い
大
き
な
卵
黄
を
抱

え
て
い
ま
す
。
こ
の
栄
養
玉
は
泡
を

抜
け
出
す
ま
で
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

の
重
要
な
食
料
で
す
。
や
が
て
そ
れ

も
尽
き
る
こ
ろ
、
降
り
続
く
雨
が
泡

の
塊
を
溶
か
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

ず
る
ず
る
と
流
れ
落
ち
る
泡
に
混
じ

っ
て
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
も
田
ん
ぼ

へ
と
旅
立
ち
ま
す
。

さ
て
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
新
潟

県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
の
場
所
も
現

在
は
道
路
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

栃
尾
の
豊
か
な
自
然
が
私
た
ち
の

気
づ
か
な
い
う
ち
に
な
く
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

教
育
セ
ン
タ
ー

丸
田

俊
一
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７
月

日

・

日

と

き

27

（土）

28

（日）

内

容日
27

（土）

星
空

▽
道
院
俳
句
▽

時
か
ら

20

観
察
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

日
28

（日）

、

▽
紙
の
ブ
ー
メ
ラ
ン
づ
く
り

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ジ
ャ
ン

ボ
輪
投
げ
、
屋
台
村
な
ど

問
合
せ

道
院
高
原

２
１
２
０

‐
58

全
国
名
水

選
の
湧
水

100

木
立
の
中
の
キ
ャ
ン
プ
場

杜
々
の
森
名
水
公
園

名
水
で
作
る
料
理
は
ひ
と
味
違
い
ま
す

も
う
す
ぐ
紫
陽
花
が
見
ご
ろ
に

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

｢

道
院
夏
祭
り｣

今
年
も
開
催
し
ま
す

！

う
ま
く
飛
ん
で
く
れ
、
発
射

(

昨
年
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し)

栃
堀
の
刈
谷
田
川
ダ
ム
下
流
に

あ
り
、
だ
れ
も
が
自
由
に
利
用
で

き
る
広
場
で
す
。

施
設
全
体
に
広
が
る
芝
生
は
、

お
弁
当
持
参
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
最

適
。
家
族
で
い
っ
し
ょ
に
遊
べ
る
小

さ
い
子
ど
も
用
の
遊
具
も
あ
り
ま
す
。

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
の
営
業
は
、
７

※
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

管
理
運
営
組
合

‐
２
３
９
０
、

53
‐
２
１
２
０

58

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
最
適

ふ
る
さ
と
交
流
広
場

渡辺典夫氏(上樫出)撮影

アトレとど

展示コーナー
◆それぞれの思い(筒場大山、フォトクラブＢＭ、

にいがた社会保険センター写真講座)
６／20(木)～30(日)



平
成

年
７
月

日
を
も
っ
て
任

14

19

期
が
満
了
す
る
栃
尾
市
農
業
委
員
会

の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
一
般
選
挙
は
、

来
る
６
月

日

を
告
示
日
と
し
、

30

（日）

投
票
日
を
７
月
７
日

と
す
る
こ
と

（日）

が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員

の
定
数
は

人
で
、
任
期
は
３
年
で

15

す
。農

業
委
員
会
は
、
農
地
な
ど
の
利

用
関
係
の
調
整
、
自
作
農
の
創
設
維

持
お
よ
び
農
業
全
般
に
わ
た
る
諸
問

題
を
総
合
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
農
業
お
よ
び
農
業
者
の

一
般
的
利
益
を
代
表
す
る
機
関
で
す
。

こ
の
選
挙
は
、
農
業
者
の
代
表
を

選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
よ
く
考
え
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▼
投
票
で
き
る
人

一
定
の
要
件
を
備
え
た
農
業
者
か

ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
今
年
１
月

１
日
現
在
で
調
整
し
、
３
月

日
を

31

も
っ
て
確
定
し
た
農
業
委
員
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

▼
投
票
所
の
場
所

農
業
委
員
選
挙
の
投
票
所
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。
一
般
の
公
職
選
挙

の
投
票
所
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

(

後
日
送
付
の
入
場
券
に
記
載)

▼
不
在
者
投
票
は

６
月

日
か
ら
７
月
６
日
ま
で

30午
前
８
時

分
〜
午
後
８
時

30

投
票
日
に
不
在
と
な
る
人
は
、
市

役
所
選
挙
事
務
室
で
不
在
者
投
票
を
。

▼
立
候
補
届
出
の
日
時

６
月

日

午
前
８
時

分

30

（日）

30

か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
立
候
補
届
出
の
受
付
場
所

栃
尾
市
役
所
３
０
４
会
議
室(

３
階)

▼
立
候
補
に
必
要
な
書
類

６
月

日
に
開
催
す
る｢

立
候
補
予

17

定
者
説
明
会｣

の
会
場
で
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
内
選
挙
事
務
室
に
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
を
対

象
に
、
事
前
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

６
月

日

◆
日
時

17

（月）

午
後
１
時

分
か
ら

30

市
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
会
場

大
会
議
室
（
３
階
）
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日曜日 です７月７日( )
農業委員選挙の投票所等の一覧

投票区 投票の設置場所 投票区の区域 有権者数
山田町・新町・大町
表町・大野町・谷内

3931 市文化センター 一丁目・谷内二丁目
東町・本町・金町
金沢・原町・巻渕
滝の下町・上の原町

2742 白山保育所 旭町・仲子町・大倉
平・東が丘・天下島
宮沢

2653 市保健福祉センター 新栄町・栄町・楡原
山屋・明戸

1404 小貫公民館 小貫
725 土ケ谷公民館 土ケ谷
1346 水沢公民館 鴉ヶ島・水沢・岩野

栃倉・吉水・陶山
4797 皆楽荘 上樫出・下樫出・山口

二ツ郷屋
3518 下塩・人面・文納越後ながおか農協人面事務所

2149 二日町公民館 熊袋・二日町

34710 塩谷地区開発センター 滝之口・島田・塩新町
天平・沖布・大野原

13611 梅野俣集落センター 平中野俣・九川・塩中
梅野俣

9312 葎谷集落開発センター 葎谷
8313 山葵谷集落開発センター 山葵谷
27114 旧塩川小学校 入塩川・本所

40315 いずみ苑 泉・大川戸・菅畑
赤谷

32916 ふるさと交流会館 小向・栃堀

20317 入東谷生活改善センター 下来伝・上来伝・松尾
寒沢

8218 吹谷吹谷地区多目的集会センター

6019 栗山沢栗山沢冬期健康増進センター

35920 荷頃小学校 北荷頃・本津川
27721 一之貝担い手センター 一之貝
7622 軽井沢集落開発センター 軽井沢
4423 比礼集落センター 比礼

25024 西谷小学校 田之口・西野俣・中
木山沢・森上

34625 ふるさと会館 西中野俣・新山・繁窪
11526 半蔵金防雪センター 半蔵金・田代

5,796合 計

名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
投
票
を

立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
開
催

立
候
補
予
定
者
へ
お
知
ら
せ

この表の有権者数は、本人の申請と農業委員会の認定等に▽

基づいた有権者数で、平成14年３月31日現在の数です。

選挙に関する問合せは
栃尾市選挙管理委員会 選挙事務室

５２－２１５５

文化センター

ギャラリーとちお ◆写真展(栃尾写真クラブ) ６／16(日)～30(日)

現
在
、
栃
尾
市
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
と

し
て
回
収
し
て
い
る
紙
類
は
、
段
ボ
ー

ル
、
新
聞
紙
と
雑
誌
の
三
種
類
で
す
。

段
ボ
ー
ル
と
お
菓
子
や
お
酒
の
箱
な

ど
の
ボ
ー
ル
紙
は
、
処
理
が
違
い
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
は
、
段
ボ
ー
ル
だ
け
で
縛

Ｑ
１

リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
出
す

紙
類
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の

で
す
か
？

○
段
ボ
ー
ル

っ
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ー
ル
紙
が
混
ざ
っ

て
い
る
と
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。
ボ
ー

ル
紙
は
、
ボ
ー
ル
紙
だ
け
で
縛
っ
て
あ

れ
ば
、
雑
誌
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
処
理

し
ま
す
。

新
聞
紙
と
折
込
チ
ラ
シ
を
い
っ
し
ょ

に
出
す
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
処
理

が
違
い
ま
す
。

新
聞
紙
は
、
新
聞
紙
だ
け
で
縛
っ
て

く
だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
は
、
雑
誌
と
い
っ

し
ょ
で
も
い
い
で
す
が
、
新
聞
紙
と
分

○
新
聞
紙

け
て
く
だ
さ
い
。

カ
タ
ロ
グ
冊
子
な
ど
ビ
ニ
ー
ル
に
入

っ
た
ま
ま
出
す
人
が
い
ま
す
が
、
せ
っ

か
く
出
し
た
の
に
紙
以
外
の
材
質
が
含

ま
れ
て
い
る
と
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
包
装
袋
か
ら
出

し
て
か
ら
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。
ビ
ニ
ー

ル
や
革
の
表
紙
な
ど
の
雑
誌
や
図
書
も

そ
れ
ら
を
取
り
除
い
て
も
ら
え
ば
、
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
金
属
な
ど
も
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

○
雑

誌

今
回
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

紙
類
は
、
同
じ
も
の
だ
け

を
縛
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

市
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
大
切

に
し
、
豊
か
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
公
共
下
水
道
と

農
業
集
落
排
水
事
業
お
よ
び
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。本

年
度
の
下
水
道
工
事
に
つ
い
て
は
、

北
荷
頃
と
赤
谷
の
一
部
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
結
果
、
市
内
約
八
十
％
の

家
庭
で
下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
り
ま

す
。

※
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
は
、
指
定

工
事
店
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
最
近
、
ブ
ラ
シ
や
小
石
な
ど
が
流
入

約
八
十
％
の
家
庭
で
下
水
道
が

使
用
可
能
に
な
り
ま
す

し
、
ポ
ン
プ
の
故
障
原
因
に
な
っ
て

い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
事
業

で
整
備
し
な
い
三
十
一
集
落
に
つ
い
て
、

平
成
十
三
年
度
か
ら
補
助
金
を
交
付
し

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
六
十
五
基
の
設
置
に

補
助
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
百
基
の

設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
は
五
人
槽
の
場
合
で

六
十
万
円
以
内
で
す
。

下
水
道
課

‐
５
８
４
８

問
合
せ

52

合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業受

付
中

21
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＜水洗化の状況＞ 全体では69％

行政区 水洗化率 行政区 水洗化率
旭 町 83 ％ 大 野 町 68 ％
栄 町 66 滝 の 下 町 85
下 樫 出 36 谷内１丁目 83
巻 渕 92 谷内２丁目 84
岩 野 69 仲 子 町 87
吉 水 63 天 下 島 88
陶 山 39 東 が 丘 78
宮 沢 76 東 町 75
金 沢 81 二 ツ 郷 屋 62
金 町 87 表 町 54
楡 原 90 平 84
原 町 88 北 荷 頃 47
山 屋 78 本 町 87
山 口 35 明 戸 39
山 田 町 67 熊 袋 48
小 貫 66 人 面 36
小 向 18 文 納 28
上 の 原 町 95 下 塩 38
上 樫 出 36 二 日 町 24
新 栄 町 81 大 野 原 26
新 町 63 沖 布 31
菅 畑 80 天 平 54
赤 谷 35 塩 新 町 31

泉 82 滝 之 口 67
大 川 戸 66 鴉 ヶ 島 100
大 町 68 水 沢 93

美
し
い
自
然
を
大
切
に

一
日
も
早
い
水
洗
化
を

環
境
エ
コ
ペ
ー
ジ
Ｑ
＆
Ａ

？

リ
サ
イ
ク
ル

紙
類

の

の
出
し
方
は

燃
え
る
ご
み
は
、
指
定
の
袋

に
き
ち
ん
と
入
れ
て
捨
て
て
い

る
人
が
多
か
っ
た
で
す
。
し
か

し
、
燃
え
な
い
ご
み
が
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
脇
に
あ
り
、

指
定
袋
と
指
定
袋
で
な
い
ご
み

が
あ
り
ま
し
た
。
中
身
も
、
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
缶
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
も
の
は
、
き
ち
ん
と
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
吉
水
、
Ａ
さ
ん
）

最
初
は
、
何
回
か
指
定
袋
以

外
で
出
し
て
い
る
人
が
い
た
の

で
す
が
、
今
で
は
、
全
部
指
定

袋
に
な
り
、
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ご

み
に
対
し
て
も
っ
と
関
心
を
も

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ポ
イ
捨
て
も
ま
だ
ま
だ
減

ポ
イ
捨
て
は
、

っ
て
い
ま
せ
ん
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
九
川
、
Ｂ
さ
ん
）

僕
た
ち
の
地
区
で
は
、
指
定

ご
み
袋
を
き
ち
ん
と
使
用
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
み
袋

の
中
に
水
が
た
ま
っ
て
い
る
の

が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
を
直
し

た
方
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
一
之
貝
、
Ｃ
さ
ん
）

去
年
七
月
か
ら
小
中
学
生
に

よ
る
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
、

町
内
の
ご
み
の
出
し
方
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
春
休
み
中
に
隊
員

と
し
て
活
動
し
た
皆
さ
ん
に
話

し
を
聞
き
ま
し
た
。

ご
み
の
出
し
方
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

環境パトロール
の隊員

観光物産フェア

とちお自慢市
催し物：巨大あぶらげ制作、あぶらげ料理コンテスト、

特産・物産品の即売など 問合せ：観光協会 51 1195-

と き：６月９日(日)９時～

ところ：道の駅｢Ｒ290とちお｣



①
厚
生
年
金
加
入
者
の
人
は
、
年

金
加
入
証
明
書

②
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
人
は
、

別
居
監
護
申
立
書

③
今
年
、
栃
尾
市
に
転
入
し
た
人

は
、
一
月
一
日
に
住
民
登
録
し

て
い
た
市
町
村
役
場
発
行
の
平

成
十
四
年
度
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書

④
印
鑑

六
月
二
十
六
日

受
付
日

（水）

〜
六
月
二
十
八
日
（金）

※
受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
後
日
、

案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に
来

て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

午
前
の
部

午
前
九
時
三
十
分

〜
午
前
十
一
時
三
十
分

午
後
の
部

午
後
一
時

〜
午
後
七
時
三
十
分

市
民
会
館
会
議
室(

二
階)

会
場

児
童
手
当
制
度
の
目
的

（１）
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

活
の
安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
・

資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

児
童
手
当
の
種
類

（２）【
三
歳
未
満
の
児
童
】

①
児
童
手
当(

所
得
制
限
に
よ
り

②
特
例
給
付

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い

厚
生
年
金
加
入
者
な
ど
の
特

例
と
し
て
、
所
得
が
一
定
額

未
満
の
場
合
に
限
っ
て
、
児

童
手
当
と
同
額
の
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す)

【
三
歳
以
上
六
歳
到
達
後
最
初
の

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
児
童
】

(

児
童
手
当
に
相

③
就
学
前
特
例

当
す
る
も
の
と
特
例
給
付
に

相
当
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す)

支
給
対
象

（３）
児
童
手
当
な
ど
は
、
六
歳
到
達

後
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童(

義
務
教
育
就
学
前

の
児
童)

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
が

一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額(

月
額)

（４）

五
千
円

第
一
・
二
子
…

一
万
円

第
三
子

…

支
払
時
期

（５）
毎
年
二
月
、
六
月
、
十
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

所
得
制
限
限
度
額

（６）
児
童
手
当
の
所
得
制
限
限
度
額

は
表
一
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、

厚
生
年
金
の
加
入
者
は
児
童
手
当

の
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
て
い

て
も
、
特
例
に
よ
り
表
二
の
制
限

限
度
額
未
満
で
あ
れ
ば
、
同
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
に
は
一
定
の
控
除

が
あ
り
ま
す
。
老
人
扶
養
の
場
合

は
、
老
人
扶
養
一
人
に
つ
き
六
万

円
が
制
限
限
度
額
に
加
算
さ
れ
ま

す
。

児
童
手
当
の
届
出
・
手
続
き

（７）
①
認
定
請
求
書

新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ

た
と
き

②
現
況
届

毎
年
六
月
に
す
べ
て
の
受

給
者
が
提
出

③
受
給
事
由
消
滅
届

受
給
者
が
他
市
町
村
に
転

出
し
た
と
き
、
特
例
給
付
受

給
者
が
厚
生
年
金
資
格
を
喪

失
し
た
と
き
、
受
給
者
が
公

務
員
に
な
っ
た
と
き

④
額
改
定
認
定
請
求
書

出
生
な
ど
に
よ
り
支
給
対

象
と
な
る
児
童
が
増
え
た
と

き
⑤
氏
名
・
住
所
変
更
届

受
給
者
ま
た
は
養
育
し
て

い
る
児
童
の
氏
名
・
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き

市
民
課
国
民
年
金
係

問
合
せ

５
８
３
５

‐
52

22
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現
況
届
に
必
要
な
も
の

児
童
手
当
の
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

児
童
手
当
制
度

表１ 児童手当の所得制限
限度額表

扶養数 所得制限限度額

０人 ３０１万円

１人 ３３９万円

２人 ３７７万円

３人 ４１５万円

受
付
日
時
・
会
場

表２ 特例給付の所得制限
限度額表

扶養数 所得制限限度額

０人 ４６０万円

１人 ４９８万円

２人 ５３６万円

３人 ５７４万円

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
六
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
六
月
一
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当

を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

来年度、小・中・高校で

を展示します使用する教科書
と き：６月18日(火)～７月６日(土)、平日９時～17時、土曜９時～12時

ところ：長岡市教育センター 33 2022-

使
い
終
わ
っ
た
ハ
ウ
ス
用
フ
ィ
ル
ム

や
マ
ル
チ
、
育
苗
箱
、
肥
料
袋
な
ど
の

野
焼
き
、
野
積
み
、
投
棄
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
適
正
処
理
で
環
境
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

各
農
家
で
環
境
ク
リ
ー
ン

処
理
方
法

土
な
ど
の
付

セ
ン
タ
ー
（
楡
原
）
に

、
持
ち
込
ん
で
く
だ

着
物
を
取
っ
て

さ
い
。

※
各
町
内
や
集
落
の
ご
み
集
積
所
に

は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

持
ち
込
む
時
間

８
時

分
〜

時

月
〜
金
曜
日

30

17

８
時

分
〜

時

土
曜
日

30

12

日
曜
・
祝
祭
日
は
休
み
で
す
。

㎏
に
つ
き
三
十
円

料

金

10農
林
課

‐
５
８
４
７

問
合
せ

52

気
分
爽
快
！
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
や
日
本

農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス！

チ
ッ
ク
の
適
正
処
理

第
１
回｢

音
楽
鑑
賞
会｣

教
室
・
講
座

の
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
を
楽
し
も
う
。

６
月

日

時

分
開
場
、

と

き

30

（日）
14

30

時
開
演

15

お
り
な
す｢

て
ま
り
ホ
ー
ル｣

と
こ
ろ

ザ
・
ク
リ
ケ
ッ
ツ
（
７
人
）

講

師
代
表
二
国

茂
さ
ん

無
料(

２
回
目
か
ら
は
五
百
円)

参
加
費

▽
事
前
申
し
込
み
は
不
要
▽

そ
の
他

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
、
童
謡
な
ど
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
年
間
５
回
開
催
予
定

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

◆
「
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」

文
字
入
力
が
で
き
る
人
を
対

内

容
象
に
、
ワ
ー
ド
で
い
ろ
い
ろ
な
文
書

を
作
成
し
、
メ
ー
ル
に
添
付

①
６
月

日

、
７
月
７
日

と

き

30

（日）

・

日

・

日

全
４
回
、
②

（日）

13

（土）

21

（日）

７
月

日

・

日

・

日

・

10

（水）

12

（金）

17

（水）

日

全
４
回
、
い
ず
れ
も

時

19

（金）

13

30

分
〜

時

分

16

30
無
料

受
講
料

い
ず
れ
も

人(

先
着
順)

定

員

20開
催
日
７
日
前
ま

申
込
み
・
問
合
せ

で
に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り
な
す

‐
１
３
３
１

51
お
り
な
す

パ
ソ
コ
ン
講
座

大
切
な
人
が
突
然
、
ケ
ガ
や
病
気
に

お
そ
わ
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何
か
手

当
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
？

救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
家
族
や
友

人
な
ど
に
よ
っ
て
心
肺
そ
生
法
が
実
施

さ
れ
れ
ば
、
救
命
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

万
一
の
と
き
の
た
め
「
応
急
手
当
」

を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

６
月

日

時

〜

時

と

き

23

（日）
13

30

16

分
30

消
防
署
会
議
室

と
こ
ろ

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

対

象

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

そ
の
他

６
月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

21

（金）

に
消
防
署

‐
１
１
５
５

52

「
こ
こ
ろ
の
健
康
・
こ
こ
ろ

テ
ー
マ

の
病
〜
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
・
ひ
と

り
で
抱
え
込
ま
な
い
た
め
に
〜
」

①
６
月

日

｢

精
神
障

と
き
・
内
容

19

（水）

害
の
知
識
に
つ
い
て｣

②
７
月

日
18

（木）

｢

栃
尾
市
の
動
き(

と
ち
の
木
の
家
、

家
族
会
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
会)｣

③
８
月

平
成

年
度

14

精
神
保
健
福
祉
講
座

誰
で
も
出
来
る
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会

日

｢

み
ん
な
で
考
え
よ
う
、
語
ろ

22

（木）

う
心
の
健
康｣

小
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し

合
い
④
９
月

日

｢

公
開
講
演
会｣

、

27

（金）

い
ず
れ
も

時

分
〜

時

分

18

30

20

30

①
〜
③
は
酒
井
昭
平
さ
ん

講

師
（
ゆ
き
ぐ
に
北
魚
沼
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
長
）
④
は
松
浦
幸
子
さ
ん

（
精
神
障
害
者
共
同
作
業
所｢

ク
ッ
キ

ン
グ
ハ
ウ
ス｣

代
表
）

心
の
健
康
に
関
心
の
あ
る
市
民

対

象

栃
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

会

場

保
健
福
祉
課
健
康

申
込
み
・
問
合
せ

づ
く
り
係

‐
５
８
３
６

52

６
月

日

時
〜

時

と

き

21

（金）
11

16

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

と
こ
ろ

労
働
全
般
の
相
談
会
に
長
岡

内

容
労
働
基
準
監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

社
会
保
険
事
務
所
、
社
会
保
険
労
務

士
、
長
岡
労
政
事
務
所
が
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
。

そ
の
他

事
前
の
予
約
は
不
要

長
岡
労
政
事
務
所

‐
６

問
合
せ

37

１
１
０

７
月
〜
来
年
２
月(

８
カ
月
間)

と

き

そ
の
他

街
頭
労
働
相
談
会

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

(

１
級
課
程)

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

と
こ
ろ

訪
問
介
護
事
業
に
従
事
す
る

対

象
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
人
、
ま
た
は

す
で
に
従
事
し
て
い
る
人
で
２
級
課

程
を
修
了
し
た
人

九
万
円

受
講
料

人

定

員

40

研
修
セ
ン
タ
ー
所

申
込
み
・
問
合
せ

定
の
用
紙
で
６
月

日

ま
で
に
新

21

（金）

潟
県
社
会
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

０

２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
２
４

23
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など今月の税金

納期７月１日

市 ・ 県 民 税

▲

国民健康保険税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金
国民年金保険料

▲

第

回
市
民
花
い
っ
ぱ
い
植
栽
大
会

13

参
加
者
に
「
花
の
苗
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

６
月

日

９
時
〜

時

分

と

き

23

（日）

10

30

中
央
公
園
に
集
合

と
こ
ろ

移
植
ゴ
テ
、
軍
手

持
ち
物

守
門
の
里

‐
１
０
５
５

問
合
せ

52

おしらせ

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
相
談

○
６
月

日

午
前

時
〜
午
後
３
時

19

（水）

10

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
行
政
相
談

○
６
月

日

午
前

時
〜
午
後
３
時

24

（月）

10

○
市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日
午
前

時
〜
午
後
３
時

10

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

夏のくじ付はがき

を販売していますかもめーる
種 類：無地、インクジェット紙、絵入り(ふるさとの清流、夏の道、きんぎょ)

52-3200価 格：１枚50円 問合せ：栃尾郵便局



と

き

７
月
１
日

・
５
日

・

講

義

（月）

（金）

８
日

・

日

・

日

・

（月）

10

（水）

11

（木）

15

日

・

日

・

日

・

日

（月）

16

（火）

17

（水）

19

（金）

７
月

日

・

日

・

実

技

25

（木）

26

（金）

日

・

日

・

日

29

（月）

30

（火）

31

（水）

８
月
下
旬
か
ら

月

実

習

11

パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
ほ
か

と
こ
ろ

▽
全
課
程
出
席
可
能
な
人
で

対

象
訪
問
介
護
員
３
級
取
得
者
▽
自
動
車

免
許
を
持
っ
て
い
る
人

人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

定

員

25

合
は
、
抽
選
）

五
万
円

受
講
料

往
復
は
が
き
の
往

申
込
み
・
問
合
せ

信
の
裏
に｢

訪
問
介
護
員
２
級
課
程
養

成
研
修
希
望｣

、
住
所
、
氏
名(

ふ
り

が
な)

、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番

号
、
３
級
取
得
年
月
日
、
返
信
の
表

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
し
、

６
月

日
ま
で
に
Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お

20

か
組
織
福
祉
課
〒
九
四
〇
‐
八
五
五

〇
長
岡
市
今
朝
白
２
‐
７
‐
２
５

‐
１
３
０
４

35

７
月

日

９
時
開
会
式

と

き

28

（日）

栃
尾
東
小
学
校
プ
ー
ル

と
こ
ろ

市
民
お
よ
び
市
内
に
通
勤
・
通

対

象
学
の
人

全
種
目
タ
イ
ム
レ
ー
ス

競
技
方
法

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
課
程
研
修

第

回
31

市
民
水
泳
大
会

一
人
２
種
目
以
内
（
リ
レ

出
場
制
限

ー
、
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
は
除
く
）

一
人
五
百
円
（
保
険
料
含
む
）

参
加
費

７
月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

10

（水）

に
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
内

体
育
協
会
事
務
局

‐
５
５
７
１

52

高
齢
者
お
よ
び
身
障
者
の
相
続
、
遺

言
、
贈
与
、
債
務
の
返
済
、
介
護
、
福

祉
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
司
法
書

士
お
よ
び
社
会
福
祉
士
が
法
律
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
無
料
電
話
相
談
で
す
。

６
月

日

時
〜

時

と

き

23

（日）
10

16

‐
４
５
１
１
当
日
限
り

電

話

37

（
面
談
に
よ
る
相
談
は

０
２
５
‐

２
２
８
‐
１
７
２
７
へ
事
前
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
）

県
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化
交
流

を
深
め
る
た
め
、
「
新
潟
ア
ジ
ア
文
化

祭
２
０
０
２
」
を
開
催
し
ま
す
。

８
月

日

・

日

、
い

と

き

24

（土）

25

（日）

ず
れ
も

時
〜

時

10

17

新
潟
ふ
る
さ
と
村

と
こ
ろ

ア
ジ
ア
ン
バ
ザ
ー
ル
、
創
作

内

容
ア
ジ
ア
新
聞
、
ア
ジ
ア
の
写
真
展
、

東
洋
画
技
法
ス
ク
ー
ル
（
画
家
の
実

技
、
作
品
模
写
・
写
生
に
よ
る
技
法

指
導
）
、
餃
子
味
自
慢
コ
ン
テ
ス
ト
、

各
国
の
屋
台
料
理
を
調
理
・
販
売
、

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士

に
よ
る
シ
ル
バ
ー
一
一
〇
番

新
潟
ア
ジ
ア
文
化
祭

２
０
０
２

納
豆
造
り
体
験
な
ど

◆
「
私
の
ア
ジ
ア
写
真
展
」
作
品
募
集

部

門

現
地
の
人

Ａ
．
人
物
・
交
流
部
門
…

た
ち
の
生
活
や
交
流
の
様
子
な
ど

印
象
的

Ｂ
．
風
景
・
建
築
物
部
門
…

な
風
景
や
特
徴
あ
る
建
築
物
な
ど

賞
金
二
万
円

賞

大
賞
（
１
人
）
…

特
製
Ｔ
シ
ャ
ツ

入
選
（
５
人
）
…

提
供
景
品

佳
作
（
数
人
）
…

８
月

日

〜

日

、
新

展

示

24

（土）

29

（木）

潟
ふ
る
さ
と
村
ア
ピ
ー
ル
館
で
展
示

▽
平
成

年
４
月
１

応
募
上
の
注
意

12

日
か
ら
平
成

年
５
月

日
ま
で
に

14

31

撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品
▽
サ
イ
ズ

は
、
白
黒
ま
た
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

４
ツ
切(

ワ
イ
ド
４
ツ
切
も
可)

、
ほ
か

７
月

日

ま
で
に

応
募
・
問
合
せ

10

（水）

新
潟
ア
ジ
ア
文
化
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
〒
九
五
〇
‐
八
五
七
〇
（
住
所

記
載
不
要
）

０
２
５
‐
２
８
０
‐
５

１
３
９

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会
お
よ

び
矯
正
施
設
の
紹
介

６
月

日

時
〜

時
、

と

き

15

（土）
10

17

日

時
〜

時

16

（日）
10

15

中
之
島
町
農
村
環
境
改
善
セ

と
こ
ろ

ン
タ
ー

全
国
の
矯
正
施
設
で
生
産
さ

内

容
れ
た
約
二
千
点
の
製
品
の
展
示
即
売

新
潟
刑
務
所
企
画
部
門

０

問
合
せ

２
５
‐
２
８
６
‐
５
６
２
６

中
之
島
矯
正
展

24

|||||| ||||||広報とちお14.6.5

日
本
画
で
綴
る

源
氏
物
語
五
十
四
帖
展
６月11日(火)
～７月14日(日)
月曜休館
9 00～17 00: :

(発券は まで)16 30:
５３－６３００

し
、
各
時
代
の
名
匠
た
ち
に
よ
っ
て

も
描
か
れ
、
古
来
よ
り
わ
が
国
の
美

の
豊
か
な
源
泉
と
な
り
ま
し
た
。

『
源
氏
物
語
』
の
舞
台
と
な
っ
た
京

都
で
、
遠
く
王
朝
浪
漫
に
思
い
を
は

せ
な
が
ら
、
長
く
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
と
現
代
の
感
性
を
も
っ
て
描

き
だ
さ
れ
た
「
源
氏
五
十
四
帖
」
の

情
緒
あ
ふ
れ
る
雅
の
世
界
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
覧
料

五
百
円

一

般

…
三
百
円

大
・
高
生
…

百
円

中
・
小
生
…

ど
う
ぞ
展
覧
会
と
併
せ
て
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

６
月

日
・

日
・
７
月

と

き

16

23

７
日
・

日
、
い
ず
れ
も
日
曜
日

14

時
〜

時

10

12美
術
館
１
階

と
こ
ろ

三
百
円(

抹
茶
と
お
菓
子)

お
茶
代

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
「
裏

協

力
千
家
」
受
講
生
の
皆
さ
ん

《
お
茶
席
の
お
知
ら
せ
》

第25帖 ｢螢 ｣ 上村松篁

こ
の
展
覧
会
は
、｢

源
氏
物
語｣

の

第
一
帖
『
桐
壺
』
か
ら
五
十
四
帖

『
夢
浮
橋
』
ま
で
タ
イ
ト
ル
ご
と
に
、

そ
の
舞
台
と
な
っ
た
京
都
で
活
躍
す

る
現
代
の
日
本
画
家
に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

平
安
時
代
中
ご
ろ
、
紫
式
部
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
『
源
氏
物
語
』
は
、

主
人
公
光
源
氏
の
一
生
と
そ
の
一
族

た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
を
追
い
な

が
ら
、
王
朝
文
化
最
盛
期
の
貴
族
た

ち
の
世
界
を
優
艶
に
描
い
た
日
本
が

誇
る
古
典
文
学
の
傑
作
で
す
。
こ
の

素
晴
ら
し
い
原
典
を
絵
画
化
す
る
こ

と
は
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
を
始
め
と

美術館休館のお知らせ ７月15日(月)～19日(金) 53ｰ6300…展示替えのため

住
宅
金
融
公
庫
が
５
年
以
内
に
廃
止

さ
れ
る
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
「
も
う
融
資
は
受
け
ら
れ
な
い

の
？
」
と
い
っ
た
不
安
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
安
に
答
え
る
た

め
、
公
庫
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に｢

公

庫
ト
ラ
の
巻｣

を
掲
載
し
ま
し
た
。

○
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
公
庫
が
廃
止

さ
れ
て
も
、
そ
の
間
に
約
束
し
た
融

資
は
確
実
に
実
行
し
ま
す
。
公
庫
融

資
は
最
長

年
の
固
定
金
利
で
す
。

35

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の

お
し
ら
せ

完
済
時
の
年
齢
や
諸
費
用
な
ど
の
点

で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

○
現
在
返
済
中
の
人
も
、
こ
れ
か
ら
借

り
入
れ
す
る
人
も
、
公
庫
廃
止
後
の

返
済
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る
公
的

機
関
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
継
ぎ
に
際
し
、
利

用
者
に
負
担
は
か
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

金
利
な
ど
の
返
済
条
件
は
、
変
更
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
が
困
難
な
人
に
対

す
る
返
済
条
件
変
更
の
取
り
扱
い

勤
務
先
の
倒
産
、
営
業
不
振
な
ど
で
、

公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
に
困
っ
て

い
る
人
は
、
返
済
期
間
の

年
延
長
な

10

ど
返
済
方
法
の
変
更
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
現
在
払
い
込
み
し
て
い
る

取
扱
金
融
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店

問
合
せ０

２
７
‐
２
３
２
‐
６
６
５
６

http://www.jyukou.go.jp/

新
潟
県
警
察
は
、
新
潟
を
守
る
情
熱

を
持
っ
た
若
い
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

昭
和

年
４
月
２
日
以
降

受
験
資
格

48

警
察
官
募
集

ナイター市長杯出場チーム募集
６月18日(火)までに

申込み：
野球連盟事務局へ

と き：７月２日(火)～

参加費：１チーム3,000円

№ 求 人 職 種 事 業 内 容 勤務地 人数 年齢 賃　金 勤務時間 備　考

1 土木技術職員 総合建設業 山田町 5 25～45
210,000～
260,000

8:00～17:00 普免
１級土木施工管理技師

2 建設技術員 一般土木建築
工事業 平 2 26～46

224,000～
280,000

8:00～17:15
１級土木施工管理技師
１級または２級建築士

3 看護師 医療業 新栄町 1 22～55
160,000～
200,000

8:30～18:30 看護師（准）免許

4 看護員 介護サービス
業 平 2 25～55

180,000～
250,000

8:00～18:00
9:00～18:00
8:00～17:00

看護師（准）免許
普免

5 マッサージ、鍼、
灸師 診療所 東が丘 1 18～40

153,800～
230,700

9:00～18:30
あん摩、マッサージ
指圧、灸、はり師免許

6
インターネットプ
ロバイダ・Ｗｅｂ
サーバー管理者

デザイン業 表　町 1 18～
150,000～
250,000

9:00～18:30
美術、商業デザイ
ン、マルチメディ
ア経験

7 家庭教師
家庭教師、学
校教材の販売

栃尾市 3 20～40
14,400～
14,400

18:00～20:00
13:00～21:00

短大卒以上

8 グラフィックデザ
イン・ＤＴＰ編集 デザイン業 表　町 1 18～

150,000～
300,000

9:00～18:30
普免、
イラストレーター

9 薬剤師 医薬品小売業 新栄町 1 23～40
230,000～
430,000

8:45～18:45 薬剤師

10 看護師（准） 老人福祉事業 吉　水 1 不問
169,600～
190,800

8:30～17:30
経験者、
看護師（准）免許

11 保育士 児童福祉事業 栃　堀 1 20～40
135,200～
187,200

8:00～17:00 保育士資格

12 企画、開発 織物業 北荷頃 1 18～60
171,000～
240,000

8:00～17:00 経験者、普免

13 美容師 美容業 谷内２ 1 18～30
140,000～
140,000

8:30～18:00 美容師免許

14 介護士 老人福祉事業 吉　水 1 20～40
134,264～
152,984

8:30～17:30
介護士か２級ヘルパ
ー資格、普免

15 美容師 理・美容業 吉　水 1 20～40
130,000～
200,000

9:00～18:30 美容師免許

16
運転手及びオペ
レーター

一般土木建築
工事業 一之貝 2 20～55

165,000～
255,000

8:00～17:00
大型、大特
車両系建設機械

17
強化プラスチッ
ク製品の製造

強化プラスチッ
ク製品の製造 熊　袋 2 20～40

149,500～
184,000

8:30～17:30 不問

18
ミシンオペレー
ター

婦人物既製服
縫製業

平 5 18～35
117,000～
148,500

8:35～17:00 不問

19
検品、プレス、
ミシン

織物業 北荷頃 5 19～45
122,200～
131,600

8:10～17:00 経験者歓迎

20
修整員及び運転
手

織物業 新栄町 1 20～30
140,000～
170,000

8:10～17:00 普免

21 調整員 織物業 北荷頃 2 18～56
199,800～
257,800

5:00～13:30
13:30～22:00 経験者優遇

22 外注管理員 織物業 新栄町 1 18～40
130,000～
180,000

8:10～17:00 普免

23 ミシンオペレーター 織物業 新栄町 2 20～40
120,000～
150,000

8:10～17:00 経験者

24 裁断士 織物業 新栄町 1 18～40
125,000～
200,000

8:10～17:00 経験者

25 織布工 織物製造業 仲子町 1 30～55
153,000～
180,000

5:00～13:30
13:30～22:00

経験者

26 縫製工 婦人服製造業 山田町 2 18～45
135,191～
204,002

8:15～17:15 経験者

27 綾通し工 織物業 北荷頃 1 27～40
124,800～
144,000

8:00～17:00 経験者優遇

28 織布工 織物業 北荷頃 2 不問
126,500～
230,000

22:00～5:30 経験者

29 織布工（二交替） 織物業 北荷頃 2 18～50
147,800～
197,800

5:00～13:30
13:30～22:00

経験者優遇

30 織布工 織物業 滝の下 2 18～55
147,000～
177,000

5:30～13:45
13:30～22:00

経験者のみ

31 修整作業員 織物業 東　町 5 18～35
114,000～
132,000

8:30～17:30

32 綾通し工 織物業 神保町 1 不問
118,000～
137,400

8:15～17:30
経験者又は織布経
験者

33 織布工（二交替） 織物業 泉 1 18～30
154,500～
187,300

5:00～13:30
13:30～22:00

経験者

34 プレス、縫製工 織物製造業 天下島 2 20～40
125,000～
150,000

8:30～17:30 経験者優遇

35 準備工 織物業 北荷頃 2 18～55
124,800～
144,000

8:00～17:00 経験者優遇

36 介護支援専門員 老人福祉事業 吉　水 1 25～50
1,000～

1,200
8:30～17:30
４時間程度

介護支援専門員

37 ソーイングスタッフ 婦人服の縫製 栄　町 2 18～45 641～1,000
9:00～15:00
9:00～16:00
9:00～17:00

経験者

38 婦人服店内販売
婦人服の企画
・販売

楡　原 2 25～50 700～900
10:00～18:30
11:30～20:00

不問

最近の求人情報をお知らせします。
すでに決定済みのこともありますので、面接を希望する場合や情報内
容の詳細については、職安栃尾分室紹介係におたずねください。
《求人情報》 （平成14年５月20日現在）

〈問合せ〉
ハローワーク
長岡公共職業安定所
栃尾分室152－2333

求 人 コ ー ナ ー



テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

７
月
１
日
ま
で

借
金
の
整
理
方
法

７
月
２
日
〜
７
月

日

似
て
非
な

17

る
も
の
・
肩
こ
り
と
五
十
肩

７
月

日
〜
８
月
１
日

美
容
の
大

18
敵
・
紫
外
線
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

◆
よ
ろ
ず
相
談

お
年
寄
り
や
家
族
が
抱
え
る
悩
み
ご

と
・
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
無
料
で
お

受
け
し
て
ま
す
。

０
２
５-

２
８
５-

相
談
電
話
番
号

４
１
６
５

お
年
寄
り
のよ
ろ
ず
相
談

◎
相
談
日
程

県
議
会
は
、
審
議
の
概
要
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
会
活
動
の
状
況
を
知
ら

せ
る
た
め｢

に
い
が
た
県
議
会
だ
よ
り｣

｢

に
い
が
た
県
議
会
だ
よ
り｣

未
着
の
皆
さ
ん
へ

の
創
刊
号
を
６
月

日

に
、
新
聞
折

16

（日）

り
込
み
で
皆
さ
ん
に
届
け
ま
す
。｢

に
い

が
た
県
議
会
だ
よ
り｣

は
年
４
回
発
行
し

ま
す
が
、
手
元
に
届
い
て
い
な
い
人
に

は
、
事
務
局
か
ら
郵
送
し
ま
す
の
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

県
議
会
事
務
局
議
事
調
査
課

連
絡
先０

２
５
‐
２
８
０
‐
５
５
２
７

一
人
ひ
と
り
が
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し

く
理
解
し
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た

め
に
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
７
日

時
〜

時

分

と

き

（日）
13

16

30

新
潟
市
民
プ
ラ
ザ(

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

と
こ
ろ６

階)

21

▽
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

内

容
医
師
に
よ
る
特
別
講
演
▽
ハ
ン
セ
ン

ハ
ン
セ
ン
病
講
演
会

病
を
題
材
と
し
た
映
画
の
上
映

無

料

入
場
料

パ
ネ
ル
展(

７
月
７
日
〜

日
、

そ
の
他

14

１
階
ロ
ビ
ー)

も
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

問
合
せ０

２
５
‐
２
８
０
‐
５
３
７
８

広
報
と
ち
お
６
月
５
日
号

ペ
ー
ジ

13

｢

む
し
歯
の
な
い
子｣

で
次
の
子
ど
も
の

名
前
が
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
訂

正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

▽
新
栄
町

▽
山
田
町

渡
辺
航
太
郎

▽
表
町

▽
大

三
上
真
央

佐
藤
さ
く
ら

野
町

▽
上
の

矢
沢
哲
士
、
嶋
田
遥
河

原
町

▽
金

中
村
亜
加
梨
、
前
田
知
里

町

▽
平

▽
上
樫

堀
内
洸
太

横
田
仁

勝
沼
侑
香

阿
部
紗
耶

出

▽
入
塩
川

香

斉
藤
桜

勝
沼
梨

▽
本
所

▽
島
田

紗

目
黒
真
央

星

▽
大
川
戸

▽
栃
堀

野
水
晶

阿
部
修
人

▽
比
礼

お
詫
び
と
訂
正

広報とちお おしらせ版 14.6.18 (6)|||||| |||||

長 岡 圏 域
イベント情報

①期日②会場③問合せ先

【長岡市】
ながおかまち再発見ツアー・米百俵ツアー▽

｢虎三郎と北越戊辰戦争史跡巡りコース｣
①６月27日(木)10:00～16:30②長岡市内
各所、小千谷市③秘書広報課 39-2202

【小千谷市】
国指定重要無形民俗文化財｢牛の角突き｣▽

①７月７日(日)13時～②小栗山闘牛場
③商工観光課 83-3512

【見附市】
藤陵雅裕カルテット七夕ＪＡＺＺラ▽

イブinアルカディア
①７月７日(日)開演18:00②文化ホール
鮫島有美子ソプラノリサイタル2002夏▽

①７月18日(木)開演19:00②文化ホール
いずれも③文化ホール 63-5321

【中之島町】
長山洋子～歌謡コンサート～▽

①７月14日(日)開演昼の部14:00・夜の
部17:30②町民文化センター③町民文化
センター 66-1310

【出雲崎町】
出雲崎町海開き▽

①７月７日(日)②井鼻海水浴場③企画
振興課 78-2291

【山古志村】
牛の角突き▽

①７月21日(日)12時～②虫亀闘牛場③
産業課 59-2456

【川口町】
花と緑と手作りナチュラルクラフト▽

ワークショップ｢ガラス工芸｣
①６月29日(土)②交流体験館｢杜のかた
らい｣③杜のかたらい 81-4404

相談種別 相談時間 相談日

毎週月曜日～金曜日よろず相談 9 00～17 00: :

専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日

13 30～15 30 第１水曜日医 療 : :

14 00～16 00 第３水曜日痴 呆 : :

13 30～15 30 第１火曜日公的年金･公的保険 : :

10 00～12 00 第２金曜日税 金 : :

10 00～16 00 第２木曜日健康・介護 : :

※６月の医療相談は、11日(火)です

｢とちお祭り｣花火寄附のお願い

８月23日･24日･25日に「とちお祭り」

が開催されます。夏の夜空を彩る祭りの

フィナーレ大花火大会に、みなさんのご

参加をお待ちしています。

８月25日(日)◇大花火大会

夜７時30分～
◇花火代金（消費税込み）
種類 金額 種類 金額

ｽﾀｰﾏｲﾝ 80,000円４号玉 6,700円
ｽﾀｰﾏｲﾝ 100,000円５号玉 10,200円
ｽﾀｰﾏｲﾝ 150,000円以上７号玉 21,500円

10号玉 46,000円 玉代の１割増早打・段打

※スターマインは金額により、どの
ようにも調整いたします。

栃尾商工会 52-4191◇申込み

栃尾市観光協会 51-1195

７月19日(金)◇締切り

慶事など、どなたでもご参加いただけ

ますので、お気軽にご相談、お申し込み

ください。

死者 傷者交通事故
５月 15件

14年累計 38件

0人

0人

11人

45人
～毎月10日は「交通安全家庭の日」です。

～交通事故防止は、家庭から!

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

強
調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

栃
尾
市
で
も
左
記
の
催
し
を
実
施
し

ま
す
。

７
月
６
日

午
後
１
時

分
〜

と

き

（土）

30

文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

と
こ
ろ

内

容
▽
社
明
運
動
セ
レ
モ
ニ
ー

午
後
１

時

分
〜
２
時

30

▽
講
演
会

午
後
２
時
〜
３
時

▽
ビ
デ
オ
上
映
「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
」

午
後
３
時
〜
３
時

分
30

◇
講

師

佐
藤
俊
成
さ
ん
（
警
部
）

佐
藤
警
部
は
、
栃
尾
警
察
署
刑
事
生

活
安
全
課
長
で
、
日
夜
少
年
非
行
の
防

止
な
ど
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
栃
尾
市
の
少
年
非
行
の

講
演

」

現
状
な
ど
に
つ
い
て

親
の
目
の
届
か
な
い
所
で
、
少
年

た
ち
は
何
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
最
も
身
近
な
話
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

犯
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
を
図

る
た
め
、
愛
の
協
力
運
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
も
７
月
に
区
を
通
じ
、
各
家
庭

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

栃
尾
地
区
保
護
司
会
事
務
局

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会

‐
５
８
９
５

52

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
援
や
海

外
援
助
な
ど
人
道
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
事
業
資
金
は
皆
さ
ん
の
善

意
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

７
月
に
区
を
通
じ
、
各
家
庭
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
赤
栃
尾
市
地
区
事
務
局

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会

‐
５
８
９
５

52

■
愛
の
協
力
運
動
会
費

赤
十
字
社
員
募
集
運
動

８
月

日

競
技
開
始
９
時

と

き

14

（水）

30

分
〜

種
目
・
会

場軟
式
野
球

小
学
生
…

栃
尾
東
小
学
校
、
栃
尾
南
小
学
校

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

小
学
生
女
子
…

総
合
体
育
館

軟
式
野
球

中
学
生
…

刈
谷
田
中
学
校ソ

フ
ト
バ
レ
ー

中
学
生
女
子
…

刈
谷
田
中
学
校

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

対

象

チ
ー
ム
編
成

原
則
と
し
て
町
内
（
行
政
区
）
単
位

申
込
み
・
問
合
せ

７
月

日

ま
で
に
総
合
体
育
館

12

（金）

内
大
会
事
務
局

‐
５
５
７
１

52

第

回
42少

年
少
女
球
技
大
会

平成14年

6.18

くん今井 摩人
ま ひ と

（東 町）
６月12日
３歳児

健診会場で

□乳幼児健診
保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町２－２－23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳６カ
月児歯科健診、３歳児歯科健診
では、歯科健診がありますので
健診前に歯を磨いておいてくだ
さい。また、希望者にフッ素塗
布を実施します。

※母子手帳、問診票を忘れずに
持参してください。

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

対象者生年月種 類 月 日

ツベルクリン反応検査 ７月23日(火) 14.３～14.４

判定・ＢＣＧ ７月25日(木) 14.３～14.４

※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測って頂きます）
※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読ん
できてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康
について相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
７月23日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時

◎子育てについて相談のある人は、おいでください。
保健師、助産師、保育士相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
７月24日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
準備の都合上、事前に保健福祉課までご連絡く
ださい。 52-5836 内線287

□心の悩み精神保健相談
７月12日（金）午後１時30分～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町２－２－23）会 場 ▼

長岡健康福祉環境事務所 33-4931問合せ ▼

※事前にご予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月

７ カ 月 児 健 診 ７月12日(金) 13年12月生まれ

１歳６カ月児健診 ７月11日(木) 13年１月生まれ

７月17日(水) 12年１月生まれ２歳６カ月児歯科健診

３歳児歯科健診 ７月17日(水) 11年７月生まれ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

｢

栃
尾
市
の
少
年
非
行
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て｣

講
演
会

人口 ２５,０１２人 男 １２,２４５人 女 １２,７６７人 世帯数 ７,３６１
市のようす

５月末現在



「
栃
尾
市
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め

の
栃
尾
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
長
の
資
産
等

報
告
書
を
次
の
と
お
り
市
民
の
皆
さ
ん

に
公
開
し
ま
す
。

資
産
等
報
告
書
、
所
得
等

閲
覧
開
始

報
告
書
…
７
月
１
日

〜
（月）

執
務
時
間
中

閲
覧
時
間

市
役
所
３
階
総
務
課

閲
覧
場
所

総
務
課
秘
書
係

‐
５
８

問
合
せ

52

１
５

市
は

歳
以
上
の
単
身
お
よ
び
高
齢

65

者
の
み
の
世
帯
・
障
害
者
世
帯
な
ど
で

市
長
の
資
産
を

公
開
し
ま
す

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス
事
業

寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
人
た
ち

に
対
し
、
「
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー

ビ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

歳
以
上
の
単
身
お
よ

利
用
対
象
者

65

び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
・
障
害
者
世

帯
な
ど
で
寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困

難
な
人

前
期
・
後
期
の
年

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

２
回
、
１
回
に
つ
き
寝
具
１
組
（
掛

け
布
団
１
枚
・
敷
き
布
団
１
枚
…
綿

製
品
を
基
本
と
し
、
羽
毛
・
羊
毛
な

ど
の
特
殊
な
製
品
の
差
額
は
自
己
負

担
）
寝
具
乾
燥
消
毒
＋
汚
れ
落
と
し

※
こ
た
つ
布
団
や
来
客
用
布
団
な
ど

は
対
象
外

１
回
当
た
り
四
百
円

利
用
者
負
担
金

（
全
費
用
の
１
割
相
当
額
）

８
月
ご
ろ

実
施
時
期

委
託
業
者
が

寝
具
類
の
回
収
・
配
達

行
い
ま
す
。

７
月
５
日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

（金）

に
保
健
福
祉
課
介
護
支
援
係

‐
51

５
２
２
２
ま
た
は
、
各
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー

「
お
り
な
す
」
ま
で
み
ん
な
で
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
し
て
、
自
転
車
で
お
も
し

ろ
い
遊
び
を
し
ま
す
。

７
月
６
日

８
時

分
〜

と

き

（土）

30

12

時
（
文
化
セ
ン
タ
ー
集
合
・
解
散
）

小
学
３
年
生
以
上
（
１
・
２

対

象
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

百
円
（
保
険
料
）

参
加
費

人
（
先
着
順
）

定

員

25自
転
車
、
飲
み
物
な
ど

持
ち
物

自
転
車
持
参
で
す
が
、
自
転

そ
の
他

車
の
な
い
子
、
乗
れ
な
い
子
は
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。６

月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

26

（水）

公
民
館

‐
２
０
２
０

52

栃
尾
の
昔
語
り
と
長
岡
の
瞽
女
唄
の

皆
さ
ん
が
、
夏
の
夜
に
な
つ
か
し
く
て

怖
い
語
り
を
し
ま
す
。

７
月

日

時

分
〜

と

き

19

（金）
19

30

21

時

分
15

教
室
・
講
座

あ
そ
び
じ
ゅ
く
③

〜
ミ
ニ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
〜

｢

か
た
り
べ
教
室｣

公
民
館〜昔

語
り
と
瞽
女
唄
〜

ご

ぜ

観
音
寺
本
堂
前
広
場
（
谷
内
、

と
こ
ろ

雨
天
の
場
合
本
堂
）子

育
て
ゆ
う
れ
い
、

内

容

昔
語
り
…

葛
の
葉
子
別
れ
な
ど

瞽
女
唄
…無

料
（
申
込
み
不
要
）

参
加
費

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

ふ
る
さ
と
栃
尾
の
歴
史
や
伝
説
・
文

化
財
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

７
月

日

９
時
〜

時

と

き

20

（土）

11

30

分
（
文
化
セ
ン
タ
ー
集
合
・
解
散
）

「
古
戸
ケ
池
伝
説
と
市
指
定

内

容
文
化
財
薬
師
如
来
坐
像
」
の
講
義
と

現
地
学
習
（
赤
谷
の
現
地
ま
で
は
バ

ス
を
利
用
し
徒
歩

分
）

10

嶋
田

進
さ
ん

講

師

高
校
生
以
上
の
人

対

象

円
（
保
険
料
）

参
加
費

50
人
（
先
着
順
）

定

員

30

６
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

24

（月）

参
加
費
を
添
え
て
生
涯
学
習
課
（
文

化
セ
ン
タ
ー
１
階
）

‐
２
０
２
０

52

大
切
な
人
が
突
然
、
け
が
や
病
気
に

お
そ
わ
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何
か
手

当
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
家
族
や
友

だ
ち
な
ど
に
よ
っ
て
心
肺
そ
生
法
が
実

施
さ
れ
れ
ば
、
救
命
率
は
高
く
な
り
ま

す
。 ふ

る
さ
と

歴
史
探
訪
講
座
①

誰
で
も
出
来
る
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会

万
一
の
と
き
の
た
め
「
応
急
手
当
」

を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

７
月

日

９
時
〜

時

と

き

14

(日)

12

消
防
署
会
議
室

と
こ
ろ

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

対

象

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

そ
の
他

７
月

日

ま
で
に
消
防
署

申
込
み

12

(金)

警
防
課
救
急
救
助
係

‐
１
１
５
５

52

◆
「
Ｉ
Ｔ
初
心
者
講
座
」

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る

内

容
人
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
よ
く
理
解
で
き

な
か
っ
た
人
を
対
象
に
文
字
入
力
や

メ
ー
ル
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

７
月

日

・

日

・

と

き

23

（火）

25

（木）

30

日

・
８
月
１
日

・
６
日

・
８

（火）

（木）

（火）

日

全
６
回
、
い
ず
れ
も

時
〜

（木）

19

時
21

無
料
、
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
な

受
講
料

ど
教
材
費
と
し
て
八
百
円
（
昨
年
度

Ｉ
Ｔ
講
習
会
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト

を
持
っ
て
い
る
人
は
無
料
）

人
（
先
着
順
）

定

員

20

７
月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

16

（火）

に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り
な
す

‐
１
３
３
１

51 お
り
な
すパ

ソ
コ
ン
講
座
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若者世帯向け賃貸住宅

ドリームハイツあきば
！入居者募集

１戸募集戸数
木造３階建（高床式２ＬＤＫ）住宅概要

高床部に車２台駐車可
月額55,000円、敷金３カ月分、ほか家 賃

に共益費月額1,000円が必要
入居条件

申込時に夫婦の満年齢の合計が70歳以下▽

の人(婚約中も含む)
入居後、住宅所在地に住所を異動できる▽

人
市税などの滞納がない人▽

７月または８月中に入居できる人▽

６月25日(火)までに建設課申込み・問合せ
道路住宅係。申込者多数の場合は抽選によ
り決定し、期限までに申込者がない場合は、
随時受け付けます。 52‐５８２５

文
化
セ
ン
タ
ー
一
階
展
示
室

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ち
お

○
愛
石
展
（
栃
尾
愛
石
会
）

／

〜

７

10
（水）

17
（水）

とき：７月17日(水)10:00～12:30、13:30～15:30 ところ：市民会館献 血

木
枠
を
使
い
、
小
さ
な
壁
掛
け
を
織

り
ま
す
。

７
月
６
日

・

日

・

と

き

(土)

13

(土)

27

日

全
３
回
、
６
・

日
は

時

(土)

13

10

〜

時
、

日
は

時
〜

時

15

27

10

12

お
り
な
す
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

８
歳
以
上
で
３
回
と
も
参
加

対

象
で
き
る
人
（
都
合
の
悪
い
日
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
）

四
千
円

受
講
料

８
人
（
先
着
順
）

定

員

筆
記
用
具

持
ち
物

７
月
１
日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

（月）

受
講
料
を
添
え
て
産
業
交
流
セ
ン
タ

ー
お
り
な
す

‐
１
３
３
１

51

７
月

日
〜
８
月

日

と

き

23

27

(

８
月

日
を
除
く
毎
週
火
曜
日

13

全
５
回)

時

分
〜

時

13

30

15

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

市
内
在
住
・
在
勤
の

歳
以

対

象

18

上
の
初
心
者
ま
た
は
、
初
級
者

お
り
な
す
手
織
り
講
座

「
壁
掛
け
を
織
る
」

初
心
者
向
け

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

遠
藤
恵
子
さ
ん
（
エ
ア
ロ
ビ

講

師
ク
ス
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

人
（
先
着
順
）

定

員

25千
五
百
円
（
保
険
料
）

受
講
料

受
講
料
を
添
え
て

申
込
み
・
問
合
せ

総
合
体
育
館

‐
５
５
７
１

52

７
月

日

開
演

時

と

き

13

（土）

19

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

▽
混
声
合
唱
組
曲

主
な
演
奏
内
容

「
千
曲
川
讃
歌
」
▽
女
声
合
唱
と
テ

ノ
ー
ル
ソ
ロ
▽
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
か

ら
演
歌
ま
で
（
混
声
合
唱
）

五
百
円
（
高
校
生
以
上
）

入
場
料

※
障
害
者
手
帳
提
示
の
場
合
、
無
料

ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
・
カ
ト
ウ

問
合
せ‐

２
２
５
３
（
加
藤
）

52

７
月

日

と

き

20

（祝）

秋
葉
中
学
校
体
育
館

と
こ
ろ

小
学
３
年
生
以
上
で
５
人
以

内

容
上
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
５
人
制
の
サ

そ
の
他

催

し

栃
尾
混
声
合
唱
団

第

回
定
期
演
奏
会

23

小
学
生
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会

参
加
者
募
集

ッ
カ
ー
を
し
ま
す
。

１
人
百
円
（
保
険
料
）

参
加
費

７
月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

10

（水）

に
総
合
体
育
館

‐
５
５
７
１

52

６
月
は
「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」
で
す
。

県
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
作
画
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
住
ん
で
み
た
い

ま
ち
、
つ
く
っ
て
み
た
い
ま
ち
を
絵
や

版
画
な
ど
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
ん
な
ま
ち
に
住
み
た
い
な

テ
ー
マ

県
内
在
住
の
小
学
生
（
共
同

対

象
制
作
も
可
）

使
用
す
る
用
具
な
ど
は
自
由
。

用

具
（
版
画
、
は
り
絵
な
ど
）

㎝
×

㎝
（
四
つ
切
）

作
品
寸
法

37

54

低
学
年
の
部
、
高
学
年
の
部

表

彰
に
分
け
、
い
ず
れ
も
最
優
秀
賞
１
点
、

優
秀
賞
２
点
、
佳
作
５
点
を
知
事
が

表
彰
す
る
。

作
品
は
折
っ
た

応
募
方
法
・
問
合
せ

り
丸
め
た
り
せ
ず
に
当
て
紙
を
し
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
な
ど
の
ほ
か
絵

の
簡
単
な
説
明
を

字
程
度
書
き
９

100

月

日

ま
で
に
県
都
市
政
策
課
〒

20

（金）

九
五
〇
‐
八
五
七
〇
新
潟
市
新
光
町

４
‐
１

０
２
５
‐
２
８
５
‐
５
５

１
１
内
線
３
３
２
９

月

日

時
〜

と

き

10

27

（日）
10

作
画
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

受
験
票
に
記
載
す
る
中
越
地

と
こ
ろ

域
の
会
場保

健
・
福
祉
・
医
療
に
関
す

対

象
る
国
家
資
格
な
ど
を
持
ち
、
５
年
以

上
の
従
事
経
験
が
あ
る
人７

月

日

願
書
の
提
出
・
問
合
せ

15

（月）

か
ら
８
月
２
日

ま
で
に
県
高
齢
福

（金）

祉
保
健
課
介
護
保
険
室
〒
九
五
〇
‐

八
五
七
〇

０
２
５
‐
２
８
５
‐
５

５
１
１
内
線
２
５
２
７
、
２
５
２
８

８
月

日

上
映

時
（
開

と

き

11

（日）

10

場
９
時

分
）

30長
岡
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

対

象

１
，
５
０
０
人

定

員

無

料

入
場
料

７
月
６
日

の
、
新
潟
日
報

入
場
券

（土）

長
編
ア
ニ
メ
映
画
鑑
賞
会

｢

と
つ
ぜ
ん

ネ
コ
の
国｣

！

ほ
か
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
申
込
書

に
記
入
の
上
、
長
岡
信
用
金
庫
栃
尾

支
店
で
入
場
券
に
引
き
替
え
る
（
引

替
期
間
は
、
７
月
８
日

〜

日

）

（月）

19

（金）

長
岡
信
用
金
庫
栃
尾
支
店

問
合
せ‐

１
１
２
２

52

７
月
５
日
〜

月

日
の
祝

と

き

12

20

日
を
除
く
金
曜
日
、
い
ず
れ
も

時
13

分
〜

時

分

30

14

30

中
高
年
向
き
の
体
操

内

容

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

川
本
朝
子
さ
ん

指

導

月
額
千
円

参
加
費

人

定

員

60体
操
の
で
き
る
服
装
と
運
動
靴

持
ち
物

そ
よ
か
ぜ
運
動
ク

申
込
み
・
問
合
せ

ラ
ブ

‐
２
２
１
５(

原
町
・
稲
田)

52

そ
よ
か
ぜ
運
動
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集
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ア
ト
レ
と
ど展

示
コ
ー
ナ
ー

○
栃
尾
の
四
季

（
栃
尾
写
真
ク
ラ
ブ
）

７
／
４

〜
（木）

14
（日）

農業委員選挙の投票日は
７月７日(日)

平成14年７月19日をもって任期が満了
する、栃尾市農業委員一般選挙は、６月
30日告示、７月７日(日)が投票日です。
農業委員の選挙権のある人は、忘れずに
投票しましょう。
投票所の場所▼

農業委員選挙の投票所は、公職選挙の
投票所と異なる地区があります。後日配
布の入場券に記載してある場所を確認し、
間違いのないようにしてください。
不在者投票は▼

６月30日から７月６日まで
８時30分～20時

投票日に不在となる人は、市役所選挙
事務室で不在者投票をしてください。

栃尾市選挙管理委員会問合せ
選挙事務室 52‐２１５５

!!７月７日、刈谷田川のアユ漁解禁 刈谷田川漁業協同組合事務局
問合せ：

52-2757(滝の下町・諸橋)



７
月

日
か
ら

日
ま
で
の
１
週
間

15

21

を
「
理
学
療
法
週
間
」
と
し
て
、
全
国

各
地
で
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で

県
理
学
療
法
士
会
は
「
リ
ハ
ビ
リ
っ

て
？
理
学
療
法
士
っ
て
？
何
だ
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
と
介
護
に
関
す
る
実

技
講
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

７
月

日

時
〜

時

分

と

き

14

（日）
10

15

30

ハ
イ
ブ
長
岡
２
階
会
議
室

と
こ
ろ

無

料

入
場
料

内

容
講

演
学
生
対
象
…
現
場
の
立
場
か
ら

一
般
対
象
…
健
康
増
進
に
関
す
る

も
の

進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー

起
居
動
作
な
ど

介
護
教
室厚

生
連
魚
沼
病
院
リ
ハ
ビ
リ

問
合
せ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
広
井

‐
２
８
７

83

０
内
線
２
５
５

▽
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
づ
く
り

６
日

・
７
日

、
い
ず

と

き

（土）

（日）

れ
も

時
〜

時

13

15

二
百
円

参
加
費

人
（
先
着
順
）

定

員

30

▽
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
参
加

者
募
集
！

キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
自
然

観
察
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
ク
ラ
フ
ト

理
学
療
法
ま
つ
り

越
後
丘
陵
公
園

７
月
の
催
物

教
室
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

８
月

日

時
〜

日

と

き

24

（土）
10

25

時
（
１
泊
２
日
）

（日）
12

人(

先
着
順

組
程
度)

定

員

100

25

高
校
生
以
上
…
二
千
五
百

参
加
費

円
、
小
・
中
学
生
…
千
五
百
円

８
月

日

ま
で

申
込
期
限

11

（日）

日

▽
無
料
公
開
日
…
20

（祝）

入
園
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
駐
車
料

金
は
有
料

▽
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
案
内

日

〜
８
月

日

は
開
園
時
間

20

（祝）

18

（日）

を
９
時

分
〜

時
に
延
長
。
ほ
か

30

19

の
期
間
は

時
ま
で

17
長
岡
市
宮
本
東
方
町
字
中
山

問
合
せ

越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

‐
８

47

０
０
１http://www.hrr.mlit.go.

jp/echigo/

退
職
金
制
度
を
設
け
た
い
場
合
は
、

国
の
「
中
退
共
制
度
」
を
ご
利
用
に
な

れ
ば
、
安
全
・
確
実
・
有
利
な
制
度
が

手
軽
に
作
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
に
新
し
く
加
入
し
た
企
業

に
は
、
掛
金
月
額
の
二
分
の
一
（
上
限

五
千
円
）
を
、
加
入
後
４
カ
月
目
か
ら

１
年
間
、
国
が
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、

途
中
で
掛
金
を
増
額
し
た
場
合
に
お
い

て
も
、
増
額
分
の
三
分
の
一
を
１
年
間
、

国
が
助
成
し
ま
す
。(

増
額
前
の
掛
金
が

一
万
八
千
円
以
下
に
限
り
ま
す)

県
産
業
労
働
部
労
政
雇
用
課

問
合
せ０

２
５
‐
２
８
５
‐
５
５
１
１

退
職
金
づ
く
り
は

「
中
退
共
」
で
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交付金 農家交付金 交付金 農家交付金
整理 集 落 交付金対象 整理 集 落 交付金対象

共同取組活動 共同取組活動

㎡ 円 円 ㎡ 円 円
番号 協定名 面積 番号 協定名 面積

充当金 円 充当金 円

1 小 貫 37,325 783,825 156,765 627,060 21 寒 沢 135,342 2,811,970 562,394 2,249,576

2 土 ケ 谷 122,756 2,415,324 483,067 1,932,257 22 吹 谷 212,525 4,463,025 892,631 3,570,394

3 二 日 町 14,361 301,581 60,318 241,263 23 北 荷 頃 762,784 15,785,218 1,592,575 14,192,643

4 滝 之 口 135,685 1,702,356 340,460 1,361,896 24 一 之 貝 995,993 20,852,543 4,187,408 16,665,135

5 入 塩 川 407,201 8,275,049 1,655,010 6,620,039 25 軽 井 沢 213,354 4,033,182 790,978 3,242,204

6 本 所 128,103 2,340,619 468,124 1,872,495 26 比 礼 127,749 2,536,505 507,299 2,029,206

7 山 葵 谷 237,275 4,926,615 989,600 3,937,015 27 本 津 川 119,682 2,326,863 465,365 1,861,498

8 葎 谷 133,421 2,682,462 536,492 2,145,970 28 田 之 口 199,724 4,168,399 833,669 3,334,730

9 平中野俣 52,422 1,100,862 220,170 880,692 29 西 野 俣 194,303 4,039,283 807,846 3,231,437

10 梅 野 俣 64,294 1,133,035 226,608 906,427 30 中 178,155 3,741,255 743,875 2,997,380

11 天 平 29,982 629,622 62,962 566,660 31 木 山 沢 132,772 2,788,212 557,630 2,230,582

12 宮 沢 69,732 1,464,372 146,380 1,317,992 32 森 上 255,582 5,367,222 1,073,433 4,293,789

13 菅 畑 26,847 563,787 112,757 451,030 33 西中野俣 508,631 9,831,519 1,966,303 7,865,216

14 赤 谷 249,724 5,160,107 514,304 4,645,803 34 繁 窪 289,273 6,074,733 1,214,927 4,859,806

15 小 向 52,990 1,112,790 222,558 890,232 35 新 山 323,695 6,764,068 1,352,814 5,411,254

16 栃 堀 336,039 7,016,545 701,655 6,314,890 36 半 蔵 金 1,130,759 23,695,343 2,369,533 21,325,810

17 下 来 伝 109,618 2,180,662 218,066 1,962,596 37 田 代 146,162 2,955,795 591,154 2,364,641

18 上 来 伝 342,518 7,147,313 1,429,456 5,717,857 38 泉 89,422 1,816,788 362,800 1,453,988

19 松 尾 178,718 3,753,078 750,614 3,002,464

20 栗 山 沢 128,916 2,697,733 802,000 1,895,733 計 8,873,834 181,439,660 30,970,000 150,469,660

中山間地域等直接支払制度の実施状況
平成13年度中山間地域等直接支払制度の実施状況をお知らせします。
この制度は、中山間地域での農用地の荒廃を防ぎ、継続的な農業生産活動を通じ、農

地の持つ多面的機能を確保する目的で実施され、直接農用地の農業管理者に交付金が交
付されたものです。交付金の交付は５年間で、うち２割程度を集落の共同取組活動費
（農道や水路の管理、農作業の効率化を図り集落の活性化の活動）に充当しています。

みんなで参加しましょう。

夏 期 巡 回 ラ ジ オ 体 操
と き：８月10日(土) ６時30分～

ところ：おりなす前広場(雨天は総合体育館)

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
推
進
委
員
会
は
、

市
の
活
性
化
を
目
指
し
、
昨
年
に
引
き

続
き
１
割
お
得
な｢

と
く
と
く
商
品
券｣

(

共
通
商
品
券)

を
発
行
し
ま
す
。

額
面
１
枚
千
円
（
お
得
な
１

商
品
券

割
分
含
む
発
行
総
額
一
億
千
万
円
）

枚
１
組
を
一
万
円
で
購
入

購
入
方
法

11

で
き
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
で
表

商
品
券
取
扱
事
業
所

示
さ
れ
た
加
盟
店
（
後
日
新
聞
チ
ラ

シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

７
月

日

・

日

発
行
日
・
場
所

19

（金）

20

時
〜

時
、
本
町
商
工
会
館
。

（土）
12

18

そ
の
後
、
長
岡
信
用
金
庫
栃
尾
支
店

窓
口
で
完
売
し
だ
い
終
了

７
月

日

〜
９
月

日

有
効
期
間

20

（土）

20

（金）

購
入
者
１
人
十
万
円

購
入
限
度
額

（
額
面
十
一
万
円
）

商
工
会

‐
４
１
９
１

問
合
せ

52

題

「
町
」
・｢

街｣

詠
進
要
領

①
自
作
の
歌
一
人
一
首
（
未
発
表
）

②
半
紙
（
和
紙
）
に
毛
筆
で
自
筆
。
た

だ
し
、
病
気
や
身
体
障
害
で
代
筆
の

場
合
は
、
別
紙
に
代
筆
の
理
由
・
代

筆
者
の
住
所
・
氏
名
を
書
き
、
ワ
ー

プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
印
字
す
る

場
合
は
、
機
器
を
使
用
し
た
理
由
を

書
き
、
詠
進
歌
に
添
付
す
る
。
視
覚

｢

と
く
と
く
商
品
券｣

を

発

行

平
成

年
15歌

会
詠
進
歌

障
害
の
人
は
点
字
も
可

③
書
式
は
次
の
よ
う
に
縦
書
き
で
、
職

業
は
具
体
的
に
、
ま
た
無
職
の
場
合

は
「
無
職
」
（
な
る
べ
く
元
の
職
業

を
）
、
主
婦
は
「
主
婦
」
。

一
人
で
二
首
以
上
の
詠
進
や

注

意
歌
会
始
以
前
に
発
表
、
詠
進
要
領
に

よ
ら
な
い
場
合
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

９
月

日
ま
で
に
〒
一
〇
〇
‐

詠

進

30

八
一
一
一

宮
内
庁
（
封
筒
に
詠
進

歌
と
明
示
）

切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

問
合
せ

を
添
え
て
９
月

日
ま
で
に
「
宮
内

20

庁
式
部
職
」http://www.kunaich

o.go.jp/12/d12-03.html

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
は
、
手
話
協
力

員
に
よ
る
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
の
た

め
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
か
ら
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
13

時
〜

時
に
変
更
し
ま
し
た
。

16

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

‐

問
合
せ

32

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

手
話
協
力
員
の
相
談
日
変
更

１
１
８
１８

月
４
日

９
時
〜

時

分

と

き

（日）

14

30

胎
内
川
河
口

と
こ
ろ

小
学
４
年
生
以
上
の
親

対
象
・
定
員

子

組(

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選)

50

１
人
千
五
百
円
（
昼
食
代
、

参
加
費

保
険
料
な
ど
）

ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装
、
水
筒
、

持
ち
物

着
替
え
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

保
険
証
な
ど

７
月
４
日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

（木）

日

ま
で
に
新
潟
県
少
年
自
然
の

18

（木）

家

０
２
５
４
‐
４
６
‐
２
２
２
４

http://www.pref.niigata.jp/se
c29/ja/sizen01.html

７
月

日

時
〜

日

と

き

27

（土）
10

28

（日）

時

分
（
１
泊
２
日
）

13

30
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

(

巻
町
越
前
浜)

、
長
岡
技
術
科
学
大
学

Ａ
コ
ー
ス
…
森
の

内

容

▽
研
修
①

生
き
物(

き
の
こ
の
生
活)

Ｂ
コ
ー
ス

…
色
の
変
化
を
楽
し
む(

自
然
の
色
・

染
色)

Ｃ
コ
ー
ス
…
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ

て
み
よ
う(

レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト

)

Ｄ
コ
ー
ス
…
橋
を
作
る

Jr

(

力
の
か
か
り
方)

キ
ャ
ン

▽
研
修
②

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

飛
ば
せ
！

▽
研
修
③

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

平
成

年
度

14

親
子
カ
ヌ
ー
体
験
教
室

わ
く
わ
く

サ
イ
エ
ン
ス
く
ら
ぶ

小
学
４
〜
６
年
生

人

対
象
・
定
員

100

五
千
円
（
食
費
、
教
材
費
、

参
加
費

保
険
料
な
ど
）

筆
記
用
具
、
運
動
服
・
靴
、

持
ち
物

は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
、
ホ
チ
キ
ス
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
本
、
保
険
証
な
ど

７
月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

15

（月）

に
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

０
２
５

６
‐
７
７
‐
２
１
１
１

☆
講
演
会
「
思
春
期
の
子
ど
も
と
の
つ

き
あ
い
方
」７

月

日

時

分
〜

と

き

20

（祝）
13

20

実
践
・
心
理
学
講
座

時

分

15

10
二
千
円
（
当
日
）

参
加
費

人
（
先
着
順
）

定

員

50

☆
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
実
践
事
例
検
討
会

同
日

時

分
〜

時

分

と

き

15

30

16

50

対
人
関
係
の
問
題
に
つ
い

内

容
て
事
例
検
討
し
ま
す
。

千
五
百
円
（
講
演
と
あ
わ

参
加
費

せ
て
参
加
の
場
合
は
合
計
三
千
円
）

長
岡
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け

と
こ
ろ

さ
じ
ろ(

長
岡
市
今
朝
白
２
‐
８
‐
18

‐
６
２
６
６)

39

星

一
郎
さ
ん
（
心
理
セ
ラ

講

師
ピ
ス
ト
）

事
前
申
し
込
み
が

申
込
み
・
問
合
せ

必
要
、
五
十
嵐
淳
至

‐
４
２
６
６

63
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月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

７

☆
夏
の
特
別
展

「
か
ら
く
り
の
世
界
」

７
月

日

〜
９
月
１
日

と

き

25

（木）

（日）

大
人
七
百
十
円
、
小
・
中

観
覧
料

学
生
四
百
十
円
、
幼
児
無
料

▽
６
日

・
７
日

☆
各
種
教
室

（土）

（日）

い
ず
れ
も
①

時
〜
②

時
〜

11

14

｢

科
学
映
画
会｣

各

人
▽
７
日

30

（日）

・

日

い
ず
れ
も

時
〜｢

星
空

26

（金）

19

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ｣

各

人
▽

日

210

20

①

時

分
〜
②

時
〜｢

プ

（土）

13

30

15

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
の
川
コ
ン
サ
ー

ト｣

各

人
▽

日

〜
９
月
１
日

210

25

（木）

一
日
数
回｢

か
ら
く
り
芝
居
で
シ

（日）ョ
ー｣

入
館
者
▽

日

時
〜

28

（日）
13

｢

か
え
る
を
解
剖
し
て
み
よ
う｣

20

人
▽

日

①

時
〜
②

時
〜

28

（日）

13

14

③

時
〜｢

君
だ
け
の
ス
ラ
イ
ム｣

15
各

人
▽

日

時
〜｢

楽
し

24

31

（水）
13

い
化
学
実
験｣

人
15

※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の
ほ

か
に
参
加
料
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
週
月
曜
日
、

日

、

休
館
日

16

（火）

日
23

（火）
新
潟
市
女
池
南
３
‐
１
‐
１

問
合
せ

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

０
２
５
‐
２
８
３
‐
３
３
３
１

http://www.lalanet.gr.jp/
nsm/index.html

書式図（横長）

お
題

｢

町｣

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

（
山
折
り
）

住

所

〒

電
話
番
号

氏

名

ふ

り

が

な

生
年
月
日

職

業

美術館休館のお知らせ ７月15日(月)～19日(金) ：53ｰ6300展示替えのため TEL
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